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第

　

一

第

　
二

第
　
一二

第
　
四

第
　
五

第
　
六

日

本

青

年

行

動

綱

領

永
遠
ノ
宇
宙
養
易
ノ
人
生

二
最
高
価
値
フ
照
示
ス
″
日
本
関
腱
ノ
確
信
フ
我
等
ノ
生

二
客
證
セ
シ
メ
ョ
、
生
ケ
″
精
神
ノ
内
奥

二
於
ケ
″
最
高
債
値
ノ
信
證
ノ
ミ
無
窮
田

臓
防
護
職
ノ
カ
源
ナ
ソ
、
日
腱
ノ
無
窮
ナ
″
限
ソ
我
等
ノ
戦
ハ
始
終
ナ
シ
、
戦
死
コ

ソ
ハ
生
ノ
極
致
、
同
信
協
力

´
戦
死
フ
悠
久

二
確
保
ス
″
ノ
途
ナ
ツ

我
等

ハ
祀
団
守
護
神
霊
フ
祀
り
、
戦
死
者
ノ
釜
フ
祭
′ン
、
我
等

´
古
人
卜
共
二
七
生

報
田
フ
誓
ヒ
、
霊
魂
ノ
永
遠

二
現
賞
日
本
田
土

二
留
メ
ラ
レ
ム
コ
ト
ウ
所
願
ス
、
ソ

ハ
三
世
フ
分
タ
ザ
″
租
闘
生
命
フ
防
誰
セ
ム
翁
ナ
ツ

歴
代
詔
勅
御
製
フ
葬
誦
シ
、
し
き
し
ま
の
み
ち
フ
賞
修
ス
、
ソ
ハ
新
シ
キ
国
民
宗
教

儀
組
ニ
シ
フ
、

マ
タ
国
民
藝
術
ノ
大
道
ナ
ツ
、
責
務
果
途
ノ
鴛
ノ
不
断
ノ
苦
問

，
日

本
固
有
ノ
道
徳
も
の
ゝ
ム
の
み
ち
フ
復
興
セ
ム
、
我
等

ハ
カ
ク
ン
フ
生
ノ
全
意
義
フ

認
識
メ

最
高
債
値

ハ
人
類
精
神
ノ
交
流
世
界

二
於
イ
テ
證
セ
ラ
″
ペ
ン
、
故

ニ
コ
ヽ
二
世
界

皇
化
ノ
組
綸
ア
ツ
、
世
界
的
動
猟
´
ソ
ノ
契
機
ニ
ン
フ
旭
田
防
稚
載
ハ
ン
ノ
方
途
ナ

″
フ
明
ラ
カ
ニ
ス
″
二
於
イ
テ
政
治
ノ
具
意
義
フ
示
サ
ゞ
″
ベ
カ
ラ
ズ

支
那
事
獲
ノ
急
速
根
本
的
解
決

´
型
勅
ノ
厳
命
シ
給
ヒ
世
界
情
勢
ノ
要
請
ス
″
ト
コ

ロ
ニ
ン
テ
、
断
ジ
テ
漿
日
蒲
久
フ
許
ナ
ズ
、
我
等

ハ
之
フ
妨
グ
″
内
外

一
切
ノ
障
害

二
封
ン
テ
同
志
フ
糾
合
シ
死
闘
セ
ム
コ
ト
フ
宣
言
メ

明
治
以
来
回
家
闘
民
生
活
ノ
萬
般

二
開
シ
、
正
シ
キ
指
導
育
成
能
カ
フ
快
ケ
″
現
代

教
育
ノ
根
源
的
改
革
フ
期

ス
、
教
育
改
革
ノ
枢
軸
ハ
學
術
改
革
た
シ
ア
、
殊
ト
キ
島
Ｔ

大
學
々
風
ノ
徹
底
的
刷
新
積
極
的
汁
設
ノ
馬
、
我
等

ハ
仝
學
術
能
カ
フ
傾
ケ
激
戦
精



第
　
七
　
家
庭
、
桑
枝
、
軍
隙
、
職
業
フ
一
貫
連
結
シ
、
新
聞
、
雑
誌
、
劇
、
映
蓋
ン
ノ
他
ノ

公
共
文
化
機
関
ノ
活
動
フ
笏
舞
ト
ス
″
教
育
田
家
備
制
ノ
生
成
フ
期
ス

第
　
八
　
我
等

ハ
ロ
本
田
證

二
反
逆
シ
人
類
ノ
死
欧
ク
″
マ
″
キ
ン
ズ
払
ノ
徹
底
的
則
滅
フ
期

ヌ
、

一
連
ノ
素
質
的
マ
ノン
キ
ン
ズ
ム
ニ
封
シ
テ
モ
些
カ
モ
俄
借
ス
″
モ
ノ
ニ
非
ズ

第
　
九
　
所
調
現
状
維
持
封
革
新
ノ
概
念
的
匡
劃
抗
争
フ
一
刀
雨
断
シ
、
共
通
ス
／
無
原
理
ト

精
神
的
弱
カ
ト
フ
照
破
令
活
シ
フ
、
全
田
民
協
カ
ノ
唯

一
道

二
邁
進
セ
ス
ト
ス

第
　
十
　
現
下
経
済
論
ノ
紛
糾
´
畢
竜
田
腱
概
念
ノ
不
明
徴

二
淵
源
メ
、
我
等

ハ
所
調
資
本
主

義
、
祀
含
主
義
或

ハ
皇
道
経
済
等
ノ
名
義
フ
以
テ
ス
″
凡
ユ
ノン
恣
意
ノ
笙
論
フ
斥
ケ
、

古
今
ノ
史
安

二
鑑
ミ
、
現
前
ノ
情
態

二
即
シ
、
中
正
ナ
″
認
識
フ
定
立
シ
フ
、
国
論

ノ
趣
向
施
策
ノ
進
路
フ
批
郷
決
定
セ
ム
ト
メ
、
我
等

ハ
新
奇
ノ
理
論

二
依
ラ
ズ
、「忠

賞
業

二
服
シ
勤
倫
産
フ
治
メ
進
テ
公
笙
フ
度
メ
世
務
フ
開
キ
」
以
テ
田
運
費
展
二
費

セ
シ
ム
ベ
キ
手
坦
易
簡
ノ
道

二
立
ク
ム
ノ
ミ

第
十

一　
現
代
日
本
国
民
生
活
二
憂
憤
ヲ
禁
ぜ
ザ
″
モ
ノ
ノ
悲
痛
ナ
″
共
威
ノ
上

二
、
本
行
動

綱
ｍ
ハ
掲
グ
ラ
″
、
再
ピ
同
信
協
カ
フ
エ
大
意
義

ハ
絶
叫
セ
ラ
レ
ザ
″
ペ
カ
ラ
ズ
、

我
等

´
断
ジ
テ
私
せ
フ
以
テ
黛
同
ス
″
モ
ノ
ニ
非
ズ
、
然
レ
ド
モ
反
口
備
思
想
意
志

ト
ノ
決
闘
二
於
イ
テ
初
メ
テ
我
等
′
信

ハ
客
概
化
セ
ラ
″
、
思
想
載
ノ
勝
利

ハ
言
葉

ノ
勝
利
ナ
ソ
、
我
等
ノ
戦
ガ
＝
木
話
ノ
勝
利
ク
ラ
ム
ヤ
ウ
努
カ
セ
シ
メ
ョ
、
我
等
ノ

戦
ガ
ロ
本
歴
史
ノ
勝
利
ク
ラ
ム
ヤ
ウ
死
闘
セ
シ
メ
ョ
、
紳
笙
ノ
加
誰

ハ
我
等
ノ
上

ニ

在

ノ



序

昭
和
十
三
年
六
月
東
大
精
神
科
學
研
究
會
が
學
内
に
起
つ
て
全
国
的
學
生
運
動
の
契
機
が
興

ヘ

ら
れ
。
同
年
十
月
、
雑
誌

「
暴
生
生
活
」
が
壺
行
さ
れ
、
十

一
月
小
田
村
寅
二
郎
兄
無
期
停
學
と

な
つ
て
。
い
よ
ノ
ヽ
同
志
學
生
の
騒
起
が
促
さ
れ
、
そ
の
年
暮
。
第

一
回
の
全
口
巡
遊
が
行
は
れ

て
か
ら
既
に
満
三
年
の
時
間
が
経
過
し
た
。
十
四
年
七
月
の
相
州
常
嚇
村
に
於
け
る
第

一
回
全
国

合
同
合
宿
、
十
五
年
五
月
日
本
學
生
協
會
設
立
、
同
六
月
共
立
講
堂
第

一
回
大
講
演
命
、
七
月
信

州
管
千
合
同
合
宿
．
十
二
月
精
神
科
學
研
究
所
設
立
、
新
潟
．
水
戸
．
佐
賀
等
の
諸
事
件
そ
の
他

の
無
敗
の
段
階
を
経
て
、
今
や
、
學
生
運
動
は
文
字
通
り
全
国
的
運
動
の
形
態
と
貴
力
と
を
備

ヘ

る
に
至
つ
た
。
し
か
し
、
こ
ゝ
全
で
来
る
の
に
ぅ
三
ケ
年
の
時
目
を
要
し
た
こ
と
。
更
に
、
我
等

の
思
想
運
動
の
営
初
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
十
四
年
の
長
年
月
を
費
し
た
こ
と
を
お
も
ふ
と
．・
現
状

は
到
底
満
足
し
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
刻
々
に
迫
る
も
の
は
園
家
の
危
急
で
あ
る
。
我
等
は
責

務
の
■
大
な
る
を
知
り
、
我
等
の
い
ま
進
み
つ
ヽ
あ
る
途
以
外
に
ゝ
口
家
の
窮
迫
を
打
開
す
る
方



六

注
の
一
つ
た
に
な
き
こ
と
を
知
つ
て
を
る
。
而
も
。
繊
等
の
運
動
の
現
在
の
進
展
状
況
は
切
迫
す

る
国
家
の
危
急
に
封
し
て
応
じ
得
る
と
思

へ
ぬ
の
で
あ
る
。
我
等
の
焦
慮
は
今
や
従
来
の
如
何
な

る
時
機
よ
り
ヽ
大
で
あ
る
。
友
等
よ
ぅ
新
し
い
戦
闘
方
式
を
考

へ
よ
う
。
能
卒
を
最
高
度
に
変
揮

し
よ
う
。
我
等
は
青
年
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
経
験
は
決
し
て
寡
少
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ぅ
そ
れ
が

累
積
さ
れ
す
に
流
さ
れ
て
居
る
。
無
数
の
経
験
を
整
理
し
よ
う
。
さ
う
し
て
、
そ
れ
を
新
し
い
友

等
の
手
引
と
し
激
動
と
し
よ
う
。
さ
う
し
て
も
運
動
の
前
進
行
程
を
激
化
し
よ
う
。
我
等
の
生
の

資
現
を
意
が
う
。
・

目
標
を
確
立
し
よ
う
。
日
程
を
定
め
よ
う
。
激
情
か
ら
壺
し
た
単
な
る
思
想
運
動
と
い
ふ
の
が

で
は
な
く
、
冷
静
な
理
性
の
計
蓋
に
従
つ
て
，
計
整
の
確
資
な
資
現
を
田
つ
て
行
か
う
。
思
想
改

革
の
数
果
を
確
保
し
、
加
乗
す
る
政
治
運
動
に
全
員
越
進
し
よ
う
。
何
年
何
月
に
は
ど
れ
だ
け
の

こ
と
が
行
は
れ
て
を
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
之
言
ふ
こ
と
が
、
全
員
に
明
瞭
に
な
つ
て
、
は
じ
め
て
職
線

を
統
一
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
ゝ
に
思
想
戦
職
闘
綱
要
を
編
纂
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

完
成
さ
れ
る
迄
に
幾
度
か
書
き
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
ら
う
。
否
．
お
そ
ら
く
完
成
さ
れ
る
こ
と



は
あ
る
ま
い
。
ま
づ
こ
ゝ
に
一
つ
の
試
み
を
呈
示
し
よ
う
。
運
動
の
静
来
を
お
も
ふ
人
々
は
之
に

対
し
て
積
極
的
意
見
を
途
る
べ
き
で
あ
る
。
か
う
し
て
思
想
職
職
闘
綱
要
が
全
Ｈ
の
苛
烈
な
る
職

ひ
の
冊
験
を
益
々
翌
宮
に
織
込
．ん
で
、
凡
べ
て
の
志
あ
る
人
々
を
故
舞
し
ぃ
指
導
し
、
全
国
ビ
全

世
界
に
分
れ
職
ひ
つ
ヽ
あ
る
同
信
の
友
ら
の
心
を
常
に
大
き
く
一
つ
に
呼
吸
せ
じ
め
る
。
高
き
内

容
を
把
持
す
る
や
う
に
な
る
べ
き
を
期
待
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

最
早
昨
日
の
単
な
る
學
生
運
動
思
想
運
動
で
は
な
い
。
費
等
は
国
家
の
金
局
に
対
し
て
開
心
を

は
ら
ひ
．
否
、
責
任
を
感
す
る
運
動
の
性
格
を
帯
び
て
来
て
あ
る
。
豪
展
す
べ
き
と
こ
ろ
に
発
展

し
て
来
た
の
で
あ
る
。
革
な
る
撃
生
運
動
は
言
ふ
迄
も
な
く
セ
ツ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
単
な

る
思
想
運
動
も
亦
そ
れ
の
み
で
は
進
に
個
人
的
解
比
の
追
及
の
範
口
を
出
で
な
い
。
聖
徳
太
子
の

文
化
創
業
が
政
治
そ
の
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
、
山
鹿
素
行
賞
學
の
理
想
が
治
園
干
天
下
に
あ
つ
た

こ
と
は
今
更
言
ふ
迄
も
な
い
の
で
あ
る
。
費
等
は
い
ま
こ
そ
、
確
賞
な
道
を
勇
猛
進
撃
し
よ
う
。

昭
和
十
六
年
十
月

田

　

所

　

廣

　

泰

Ｌ





′ヽ

‥思
想
戦
戦
闘
綱
要

笙

章

運

動

の

性

格

第
　

　̈
日
本
国
服
を
護
る
と
い
ふ
こ
と
は
如
何
に
悲
し
き
こ
と
で
あ
る
か
。
死
を
以
て
す
る
以

外
に
防
護
の
道
は
な
い
。
八
紘

一
字
、
皇
道
宜
布
を
日
に
す
る
何
ぞ
軽
々
し
き
。
彼
等
は
悉
く
園

腱
の
信
餃
落
の
徒
の
み
。
聖
徳
太
子
．
和
氣
清
庫
呂
，
誕
良
親
工
．
補
正
成
、
吉
＝
松
陰
．
忠
臣

の
生
涯
は
几
べ
て
悲
劇
で
あ
つ
た
・
思
想
撃
術
改
革
の
大
文
化
運
動
と
し
て
動
工
撃
兵
が
行
は
れ

た
こ
と
は
，
史
上
我
等
の
例
を
以
て
鳴
矢
と
す
る
。
す
べ
て
　
歴
代
天
皇
。
こ
と
に
　
明
治
天
皇

の
鴻
思
に
よ
る
。
現
代
に
於
け
る
根
本
的
意
味
の
動
王
撃
兵
！
　
忘
る
、
な
か
れ
こ
の
一
語
を
。

第
　
二
　
明
治
維
新
は
成
つ
た
が
「
　
孝
明
天
皇
の
叡
慮
は
決
し
て
資
現
さ
れ
た
と
は
言

へ
な

い
。
明
治
四
十
五
年
間
，
そ
れ
は
一
つ
に
　
明
治
天
皇
の
大
御
心
に
よ
つ
て
導
か
れ
つ
ゝ
、
国
民

は
　
大
御
心
に
滑
ひ
奉
つ
た
と
言
ふ
こ
と
は
出
来
ぬ
。
構
閥
時
代
か
ら
次
第
に
累
積
し
て
も
日
本

田
民
を
迷
妄
の
深
淵
に
投
し
た
民
政
意
志
は
，
殆
ど
九
百
年
の
後
除
か
れ
た
と
は
、
断
し
て
言
ヘ



ぬ
の
で
あ
る
。
楠
公
の
孤
忠
、
維
新
志
士
の
悲
願
は
今
日
の
現
つ
に
残
さ
れ
た
研
念
で
あ
る
。
我

等
の
胸
に
、
費
等
の
血
に
。
こ
れ
を
悲
し
き
事
資
と
思
は
ぬ
の
で
あ
る
か
。
大
ｉｌｉ
、
昭
和
、
そ
れ

は
再
び
日
本
国
民
の
死
敵
民
政
意
志
の
投
屋
を
■
等
の
限
前
に
示
し
つ
ヽ
あ
る
。
形
式
の
み
　
天

皇
親
政
。
雨
し
て
，
天
皇
機
開
識
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
！
　
そ
の
質
行
は
學
詑
の
流
布
に
従
っ
て
、

国
民
の
魔
睡
の
中
に
一
歩
々
々
賓
現
さ
れ
つ
ヽ
あ
る
。
凡
ゆ
る
欺
朧
は
之
よ
り
生
し
た
。
あ
ゝ
、

国
民
の
日
覺
め
た
時
関
氏
は
何
を
食
見
す
る
で
あ
ら
う
ｏ
抑
々
全
た
永
久
に
日
覺
め
ぎ
る
か
。
神

田
日
本
国
民
た
る
威
厳
セ
奪
は
れ
つ
ヽ
内
服
の
み
生
き
む
と
す
る
か
。
我
等
は
所
り
且
つ
職
は
ね

ば
な
ら
ぬ
ｏ
楠
公
た
ら
む
こ
と
を
、
鮮
明
な
も
現
賢
感
発
に
於
い
て
研
念
せ
よ
。
世
界
動
乱
の
た

，
中
に
関
服
を
防
護
せ
す
し
て
は
，
日
本
は
遂
に
亡
田
た
る
こ
と
を
自
覺
し
て
，
不
断
に
職
死
を

発
悟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
両
し
て
、
囲
内
に
国
外
に
全
世
界
に
、
金
人
類
の
五
感
に
大
稜
威
の
感
覺

せ
ら
る
、
時
の
鶯
に
職
ふ
我
等
に
、
職
死
の
み
が
許
さ
れ
た
る
最
高
の
榮
春
な
る
こ
と
が
呼
び
交

は
さ
れ
、
誓
ひ
合
は
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
　
一二
　
我
等
の
戦
は
無
窮
閉
證
防
護
戦
で
あ
る
。

九



一
〇

明
治
天
皇
御
製
を
り
に
ふ
れ
て

民
の
た
め
心
の
や
す
む
時
ぞ
な
き
身
は
九
重
の
内
に
あ
り
て
も

を
り
に
ふ
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

思
は
ぎ
る
こ
と
の
お
こ
り
て
世
の
中
は
心
の
や
す
む
時
な
か
り
け
り
　
・
´

と
歌
は
せ
給

へ
る
を
仰
ぎ
全
つ
る
。
緊
張
と
地
級
を
越
え
て
，
大
痛
感
大
情
熱
を
内
に
報
す
る
綜
合

的
意
志
を
把
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
不
断
の
憶
念
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
分
析
に
堪
へ
ぬ
全

一
的

感
情
意
志
で
あ
る
。
一
ゝ
、生
き
と
し
生
け
る
も
の
ヽ
お
も
ひ
を
統
べ
給
ふ
¨
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
の
大

御
心
、
そ
れ
は
永
遠
ｌ
宇
宙
に
経
始
な
き
大
悲
心
に
ま
し
ま
す
。　
大
御
心
に
感
へ
奉
り
も
日
本
国

民
の
生
く
る
お
も
ひ
〕
永
遠
の
負
荷
に
た
へ
む
と
す
る
若
。友
よ
、友
等
よ
。何
た
る
重
大
任
務
。
力

の
か
ぎ
り
、
と
は
身
う
ち
の
力
の
盤
き
果
つ
る
迄
と
の
調
で
あ
る
。
我
等
は
か
ぐ
職
は
ね
は
な
ら
ぬ
。

第
　
四
　
古
事
記
に
表
現
せ
ら
れ
た
る
宇
宙
の
如
き
無
量
の
意
志
！
　
現
人
神
大
粛
の
下
、
い
ま

ぞ
第
二
建
関
紳
話
創
造
時
―
　
来
る
べ
き
時
代
に
は
、
国
民
各
自
の
精
神
的
態
度
が
厳
密
に
問
題



と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
等
の
内
心
に
把
持
す
る
と
こ
ろ
は
、
民
族
性
格
確
立
の
基
礎
と
な
る
で

あ
ら
う
。
刻
々
に
新
し
き
祀
儀
が
戎
等
の
間
に
定
型
し
つ
ヽ
あ
る
。
自
然
に
雨
も
意
志
的
に
之
を

助
長
完
成
せ
じ
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
深
く
内
心
に
湛
へ
、
大
腑
に
之
を
表
記
し
賞
現
す
オ
こ
と
が
．

袋
等
の
日
常
の
傾
向
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
限
丼
と
動
作
と
は
精
神
の
表
徴
で
あ
る
こ
と
を
ぅ
而

し
て
性
格
は
戦
を
通
し
て
の
み
般
へ
ら
る
ヽ
も
の
な
る
こ
と
を
忘
れ
ぎ
る
べ
き
で
ぁ
る
。



一
二

第
二
章
　
指
導
若
と
し
て
の
訓
練

第
一
項

¨
般

的

心

得

第
　
五
　
我
等
の
運
動
は
国
家
の
運
命
を
そ
の
限
ら
れ
た
る
生
涯
に
賃
感
す
る
者
の
運
動
で
あ
る
。

生
く
る
こ
と
を
大
君
の
醜
の
徹
孵
と
職
ひ
死
ぬ
こ
と
に
師
紺
せ
し
め
む
と
常
に
悲
願
す
る
若
の
運

動
で
あ
る
。
雁
代
詔
勅
御
製
集
を
拝
誦
じ
全
つ
り
、
大
御
心
を
う
つ
ヽ
に
仰
ぎ
奉
り
つ
ゝ
。
生
き

な
が
ら
難
職
に
分
加
す
る
若
の
運
動
で
あ
る
。

第
　
一（　
同
信
の
士
は
園
家
全
般
の
動
向
に
封
し
て
不
断
の
注
意
を
怠
ら
ぎ
る
べ
き
で
あ
る
。
今

日
饒
に
そ
の
制
典
へ
ら
れ
た
る
職
責
の
み
の
果
遂
と
い
ふ
が
如
き
こ
と
の
何
も
の
を
も
意
味
せ
ぬ

こ
と
を
排
ふ
べ
き
で
あ
る
。
国
家
の
こ
と
を
己
が
身
の
こ
と
、
し
て
考
ふ
る
も
の
な
き
に
至
つ
て
、

今
日
の
こ
の
無
意
味
な
る
時
代
が
末
ｋ
。
身
の
起
き
臥
し
は
門
家
と
共
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
常

に
定
見
を
確
立
せ
よ
。
問
題
に
対
し
て
は
、
必
す
自
己
の
見
地
よ
り
疑
問
を
追
及
せ
よ
。
信
念
を

以
て
主
張
せ
よ
。
す
べ
て
曖
味
に
附
す
る
な
か
れ
“



第
　
七
　
我
等
の
運
動
は
指
導
諸
の
運
動
で
あ
る
。
と
い
ふ
こ
と
は
、
責
任
と
以
て
任
務
を
途
行

す
る
も
の
ヽ
運
動
で
あ
る
の
調
で
あ
る
。
命
令
・
依
託
を
受
け
た
る
若
は
，
そ
の
事
項
に
開
し
て
、

単
な
る
職
責
果
途
を
以
て
■
す
る
心
理
を
厳
に
排
除
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
他
の
何
人
も
そ
の
問

題
を
員
創
に
考
ふ
る
も
の
な
き
こ
■
を
自
覺
せ
よ
。
自
ら
下
命
米
の
地
位
に
於
い
て
全
局
的
に
思

慮
し
、
そ
の
及
ば
ぎ
る
範
囲
ま
で
熟
考
し
、
創
意
を
以
て
企
劃
じ
ぅ
之
を
途
行
し
て
後
は
自
己
の

意
見
を
添
へ
て
正
確
に
報
告
せ
よ
。
命
令
・
依
託
若
は
、
も
し
右
の
趣
旨
を
完
う
せ
ぎ
る
復
命
ふ

り
た
る
と
き
は
、
懇
ろ
に
数
へ
見
つ
厳
し
く
戒
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
。
二
重
命
令
依
託
者
は
、
第

一
次
受
命
受
託
若
に
。
右
の
如
く
指
導
し
た
り
し
か
番
か
に
つ
い
て
厳
密
に
訊
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
　
八
・
指
導
沐
は
濃
か
な
る
友
情
を
持
た
ね
ば
な
ら
ね
。
構
力
と
叱
責
と
を
以
て
せ
ね
ば
部
下

を
動
か
す
能
は
ぎ
る
如
き
は
、
指
導
若
の
贅
格
を
有
せ
ぎ
る
米
で
あ
る
。
部
下
に
対
し
て
被
指
導

者
に
対
し
て
、
自
覺
せ
ぎ
る
中
に
指
導
能
力
を
得
、
性
格
を
鍛
へ
、
綜
合
的
人
格
た
る
を
得
じ
む

る
や
う
書
巧
方
便
す
る
者
こ
そ
最
上
の
指
導
若
で
あ
る
。
「愛
語
よ
く
回
天
の
力
あ
り
」と
道
元
は

教
へ
た
。

一
一一一



一
四

第
　
九

・指
導
者
は
常
に
暴
風
雨
を
つ
い
て
突
進
し
、
弾
丸
雨
飛
の
中
を
先
頭
き
つ
て
突
城
じ
．

最́
も
張
力
な
る
敵
と
も
獨
力
を
以
て
職
ひ
つ
ゝ
常
に
鮮
明
に
英
雄
の
姿
を
現
出
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
ら
ぎ
れ
ば
、
如
何
な
る
同
意
結
合
の
技
巧
も
忽
ち
に
し
て
土
崩
瓦
解
す
る
で
あ
ら
う
。
他
よ
り

依
頼
せ
ら
れ
ぎ
る
限
り
多
数
を
集
結
し
て
事
を
成
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

第
　
十
　
人
生
に
は
必
す
幾
度
か
椰
菱
の
契
機
が
あ
り
。
指
導
者
は
正
し
く
之
に
慮
し
て
、
こ
ゝ

に
全
人
生
統
御
の
妙
機
を
把
握
じ
、
開
展
の
依
披
を
確
保
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
論
語
の
「
大
節
に
臨

ん
で
奪
ふ
ぺ
か
ら
す
」
と
い
ふ
が
之
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
。今
日
は
大
節
は
彼
方
よ
り
木
ら
す
、

思
想
が
招
致
す
る
。
指
導
若
は
自
ら
危
校
を
作
り
、
之
を
支
配
し
、
活
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ

は
彼
を
指
導
若
た
ら
し
め
る
と
共
に
、
彼
が
そ
れ
に
よ
つ
て
関
家
に
盤
す
具
で
あ
る
。
危
機
は
彼

自
身
の
も
の
で
あ
る
。

第
十

一　
自
己
の
円
回
の
人
々
に
封
し
て
、
少
く
と
も
自
分
が
そ
の
場
に
な
る
間
、
必
す
全
催
的

統
一
的
の
崇
高
な
る
緊
張
感
を
懐
か
し
む
る
ご
と
く
行
動
せ
よ
。
殊
に
己
が
全
感
情
の
激
越
な
る

表
白
を
以
て
こ
の
目
的
を
達
成
せ
よ
。
己
が
共
虎
を
去
つ
た
後
に
、
そ
こ
に
鹿
れ
る
人
々
に
、
己



の
上
を
偲
ば
し
め
、
己
が
言
葉
を
語
り
合
は
じ
め
．
己
が
死
守
す
る
精
紳
に
彼
等
を
集
中
せ
し
む

る
如
き
撻
威
勝
硼
せ
る
決
然
た
る
態
度
を
以
‘
行
動
せ
よ
。

第
十
二
　
何
よ
り
も
人
に
油
え
が
た
き
印
象
ヒ
興
ふ
る
や
う
弧
烈
崇
高
な
る
精
紳
を
把
持
せ
よ
。

併
し
な
が
ら
、
自
然
に
合
意
志
の
あヽ
ふ
る
ヽ
如
き
技
巧
は
ま
た
職
士
の
修
養
で
も
あ
る
。

第
十
三
　
洸
駅
は
不
可
で
あ
る
。
如
何
な
る
場
合
に
も
必
す
堂
々
と
主
張
せ
よ
。

一
部
に
の
み
せ

す
、
高
人
に
せ
よ
。
‐―――
題
を
曖
味
に
せ
す
、
鮮
明
に
せ
よ
。

第
十
四
　
共
の
肯
葉
の
如
何
な
る
断
片
と
雖
も
裏
れ
た
る
食
器
の
ご
と
く
捨
て
ら
れ
ぬ
や
う
に
せ

よ
。
無
意
味
な
訂
葉
程
容
易
に
人
か
ら
軽
出
せ
ら
る
ヽ
原
Ｎ
を
作
る
も
の
は
な
い
。
常
に
主
動
的

立
場
に
自
己
を
発
見
せ
よ
。

第
十
二
　
他
人
に
會
ふ
と
き
は
必
す
之
七
詑
得
せ
よ
。
詑
得
じ
盤
さ
ゞ
る
と
も
、
敵
醜
の
中
に
相

分
る
、
な
か
れ
。
位
と
は
精
神
的
劣
弱
者
で
あ
る
。
彼
は
よ
く
記
憶
し
て
之
と
最
後
迄
職
は
ね
ば

な
ら
ぬ
。
併
し
な
が
ら
、
職
は
精
神
の
職
で
あ
る
。
敵
脱
す
る
こ
と
は
精
神
的
優
位
の
地
棄
な
る

こ
と
を
自
覺
せ
よ
。
嬌
慢
な
る
も
の
を
徹
底
的
に
挫
く
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
翡
者
は
憐
ま
ね

一
五



一　一ハ

ば
な
ら
ぬ
。

第
十
六
　
不
断
の
策
励
が
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
協
同
生
活
に
あ
つ
て
は
、
自
ら
督
働
す
る
の

み
■
は
充
分
で
な
い
。
職
は
苦
職
の
連
畿
で
あ
ら
う
。
全
身
の
疲
労
か
ら
、
精
神
の
極
度
の
弛
絞

が
来
な
い
と
誰
が
保
障
し
得
よ
う
。
之
を
責
む
る
の
み
で
よ
い
た
ら
う
か
ｏ
否
も
か
ヽ
る
時
こ
そ

は
心
の
底
か
ら
の
は
安
と
同
時
に
激
働
を
興
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
友
は
再
生
の
よ
ろ
こ
び
に
起
ち
上

る
で
あ
ら
う
。
再
生
、
彼
活
・、
何
た
る
欣
び
で
あ
ら
う
か
。
か
く
し
て
常
に
策
勘
が
行
は
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
し
か
し
，
そ
れ
は
他
ま
で
も
機
械
的
述
績
を
以
て
ゞ
は
な
く
。
生
命
の
脈
動
を
以
て
行

は
る
べ
き
で
あ
る
。
全
協
力
継
の
生
け
る
呼
吸
の
中
に
、
お
の
づ
か
ら
に
各
１１
が
疲
分
と
弛
縦
か

ら
交
々
起
ち
上
る
や
う
に
誘
導
す
る
の
が
指
導
者
の
任
務
で
な
く
し
て
何
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
、

職
に
よ
つ
て
鍛
へ
ら
れ
た
聖
か
な
る
性
格
に
よ
つ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。

第
十
七
　
部
下
に
し
て
全
肥
的
に
創
意
を
以
て
思
は
じ
行
動
し
得
ぎ
る
時
は
、
如
何
な
る
理
由
あ

り
と
も
指
導
者
の
責
任
な
る
こ
と
を
お
も
へ
。
思
ふ
こ
と
の
凡
べ
て
を
語
つ
て
、
部
下
を
指
導
せ

よ
。
局
部
的
思
想
は
容
易
に
看
破
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
放
置
し
て
は
な
ら
ぬ
。



第
十
八
　
同
輩
の
間
は
殊
に
重
要
で
あ
る
。
浴
る
ゝ
友
情
を
以
て
、
研
錯
せ
よ
。
捨
身
精
進
す
る

者
の
間
に
は
キ
じ
む
べ
き
押
合
は
な
い
。
崇
高
な
る
親
和
の
雰
田
氣
は
殊
に
命
令
服
従
の
関
係
な

き
同
輩
の
間
の
決
死
的
協
力
か
ら
生
れ
る
。
こ
の
雰
囲
氣
こ
そ
は
活
波
に
し
て
若
々
し
き
創
造
力

の
源
泉
で
あ
る
。
友
の
限
を
見
よ
。
友
の
後
姿
に
日
を
注
け
。

一
人
と
る
時
は
友
等
を
，
集
れ
る

時
は
そ
こ
に
在
ら
ぎ
る
友
を
思

へ
。
柄
力
、
安
力
に
よ
ら
す
、
員
の
人
生
の
創
造
力
を
以
て
邁
進

し
、
寧
ろ
創
造
力
そ
の
も
の
た
ら
む
と
す
る
我
等
の
運
動
に
於
い
て
は
、
こ
の
同
朋
親
和
の
重
要

性
を
弧
調
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
先
輩
も
後
輩
の
間
に
も
。
こ
の
精
神
は
常
に
保
持
せ
ら
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

第
十
九
　
・先
輩
に
封
し
て
は
温
情
に
依
頼
し
て
は
な
ら
ぬ
。
先
輩
の
意
志
を
貸
現
す
べ
く
、
自
ら

代
つ
て
意
志
す
べ
き
で
あ
る
。
奪
敬
を
失
は
す
「
併
し
な
が
ら
ぅ
願
慮
す
る
と
こ
ろ
な
く
肉
迫
せ

よ
。
か
く
し
て
、
は
じ
め
て
光
輩
の
員
情
に
鯛
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
二
十
　
後
輩
を
愛
し
過
ぎ
て
は
な
ら
ぬ
。
必
す
限
落
す
る
。
い
よ

′ヽ

卓
然
た
る
者
と
な
る
や

う
に
ひ
そ
か
に
，
心
の
中
で
熱
滞
せ
よ
。

一
七



一
八

第
二
十

一　
敵
、
味
方
，
共
に
正
確
に
之
を
評
慣
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
思
想
家
。
締
紳
主
義
若
に
多

い
純
情
と
感
激
性
と
は
多
く
過
営
評
慣
を
誘
致
せ
じ
め
が
ち
で
あ
る
。
部
分
的
長
所
を
以
て
軽
々

し
く
全
服
を
高
く
判
定
す
る
が
如
き
は
指
導
春
と
し
て
の
資
格
な
き
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
過
営

叉
は
過
少
評
便
は
、
自
己
の
利
害
開
係
に
離
件
す
る
肯
定
的
又
は
否
定
的
願
望
と
結
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
お
も
へ
。
冷
徹
の
判
断
は
ゝ
求
む
る
と
こ
ろ
な
き
精
神
の
威
力
に
基
い
て
を
る
こ

と
を
常
に
自
ら
教
ふ
べ
き
で
あ
る
。

第
二
十
二
　
確
信
の
あ
ま
り
敵
を
軽
帆
し
、
味
方
を
高
く
評
偵
す
る
こ
と
は
極
め
て
有
り
勝
ち
の

こ
と
で
あ
る
。
確
信
は
あ
つ
て
も
。
之
を
資
現
す
る
技
術
に
於
い
て
は
必
す
じ
も
備
は
ら
ぬ
場
合

が
多
い
。
否
。
往
々
敵
の
た
め
に
政
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
運
動
に
携
る
も
の
は
技
術
を
軽
し
て

は
な
ら
ぬ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
、

第
二
十
三
　
金
錢
の
こ
と
を
以
て
部
分
的
問
題
と
し
て
鄭
就
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
”
物
質
を
規

律
し
権
理
し
て
共
れ
に
生
命
あ
ら
し
む
る
こ
と
が
締
神
の
力
で
あ
る
。

第
二
十
四
　
解
決
を
要
す
る
問
題
は
即
刻
そ
の
場
に
於
い
て
斎
手
せ
よ
。
遠
巡
せ
す
途
行
せ
よ
。



後
刻
適
常
の
時
に
虚
理
十
一む
と
す
れ
ば
，
九
九
バ
ー
セ
ン
ト
ま
で
適
常
の
時
は
逸
じ
去
ら
ろ
、
こ

と
を
思

へ
。
面
合
が
適
常
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
避
延
せ
し
む
る
よ
り
即
刻

一
本
の
電
話
を

以
て
連
絡
す
る
方
が
数
果
的
で
あ
る
。
堂
々
た
る
論
文
に
手
間
ど
る
よ
り
も
ぃ
熱
烈
な
る
一
片
の

手
紙
を
以
て
訴
へ
る
方
が
人
の
心
を
動
か
す
に
足
り
る
。
時
局
に
開
す
る
誕
つ
た
論
文
を
讀
む
根

會
な
き
場
合
に
■
、
新
聞
電
報
の
断
片
が
自
分
の
心
を
生
き
ノ
ヽ
と
時
局
に
結
合
す
る
。「爵
さ
ゞ

６
Ｌ
遵
疑
す
る
と
は
指
揮
官
の
最
も
戒
む
べ
き
所
と
す
」
と
各
兵
操
典
綱
領
に
記
さ
れ
て
あ
る
と

こ
ろ
は
、
思
想
職
に
於
い
て
も
ま
た
摘
川
せ
ら
れ
る
。
避
延
と
時
躇
と
は
す
べ
て
確
信
の
歓
落
七

誰
明
す
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
時
間
の
正
確
は
信
念
の
象
徴
で
あ
る
。
如
何
な
る
場
合
に

も
内
心
の
地
級
と
徴
際
が
看
破
せ
ら
れ
ぬ
や
う
に
せ
よ
。

第
二
十
五
　
現
状
に
対
す
る
不
満
が
改
革
意
志
の
前
提
で，
あ
る
。
意
志
と
は
生
命
の
本
源
を
守
り

つ
ヽ
前
進
の
行
路
を
打
聞
せ
む
と
す
る
生
の
威
力
で
あ
る
．
現
質
は
常
に
獣
陥
に
滞
ち
て
を
る
。

前
進
の
路
は
常
に
困
難
を
極
め
て
な
る
。
停
滞
は
死
減
で
あ
る
。
勇
氣
な
き
者
は
永
遠
の
荒
慶
に

身
を
任
ね
よ
う
。
死
地
に
身
を
曝
せ
。
友
等
よ
。

¨
カ
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第
二
十
六
　
大
御
稜
成
の
無
邊
な
る
こ
と
ど
正
し
く
信
知
す
る
者
に
と
つ
て
も
園
虚
防
護
戦
の
無

敵
の
信
を
増
上
す
る
。
無
敵
と
は
熾
烈
な
る
大
積
極
戦
に
於
け
る
優
位
の
確
約
で
あ
る
。

一
刻
た

り
と
も
職
を
緩
和
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。。
事
態
の
外
面
的
改
善
に
浦
足
し
て
峨
闘
の
氣
聟
を

喪
失
す
る
若
は
，
あ
ま
り
に
ヰ
小
な
る
性
格
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ナ
デ
運
動
も
、
狂
信
的
篤
員

の
活
動
に
よ
つ
て
成
つ
た
と
言
は
れ
て
居
る
。
熱
狂
と
執
拗
と
が
な
い
か
ぎ
り
我
等
の
目
的
は
断

し
て
成
功
し
な
い
。

第
二
十
七
　
雁
代
天
皇
の
履
ま
せ
給
ひ
し
敷
島
の
道
を
我
等
も
亦
履
全
む
と
す
る
。
歓
喜
も
悲
哀

も
苦
悶
も
と
も
に
全
一
的
国
家
国
民
生
活
の
永
久
生
命
に
溶
融
せ
し
む
る
無
窮
の
道
で
あ
る
。

第
二
項
　
研
　
　
　
究

第
二
十
八
　
研
究
は
行
動
を
意
志
し
て
行
ふ
場
合
の
み
、
そ
の
目
標
を
見
失
は
す
に
進
行
し
得
る
。

無
意
味
に
積
み
た
め
た
教
養
ぅ
こ
と
に
讀
書
が
、
そ
の
ま
ゝ
直
ち
に
精
神
の
駐
落
を
意
味
す
る
こ

と
を
思

へ
ば
、
慄
然
と
せ
ぬ
で
あ
ら
う
か
。
締
紳
を
常
に
高
く
拙
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
二
十
九
　
研
究
と
行
動
と
の
意
識
的
併
行
と
い
ふ
こ
と
が
ぅ我
等
の
新
し
き
方
法
で
あ
る
。
否
．



雨
者
の
分
離
が
時
代
の
贖
落
の
原
因
で
あ
つ
た
。
山
鹿
素
行
は
。「
上
古
は
君
長
之
を
教
へ
之
ン
尊

く
。
後
世
は
然
ら
す
し
て
別
に
師
を
立
つ
。
既
に
表
世
の
政
な
り
」
と
言
つ
た
。
然
し
、
こ
の
画

考
の
併
行
は
安
易
な
柿
紳
に
よ
つ
て
は
断
じ
て
行
ふ
こ
と
が
出
来
な
い
。
併
し
な
が
ら
今
日
ぅ
か

ヽ
る
力
あ
る
も
の
な
き
時
も
も
し
之
を
員
に
賓
現
し
得
た
な
ら
ば
、
雨
者
の
併
行
は
正
し
く
無
敵

と
同
義
語
で
あ
る
。
如
何
に
苦
し
く
と
も
，
之
セ
資
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
二
十
　
研
究
は
運
動
進
行
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
ら
、
之
を
深
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
、
自

己
の
研
究
の
不
足
を
痛
歎
す
る
と
き
、
そ
れ
は
意
志
力
の
江
賢
に
媒
介
さ
れ
て
容
易
に
自
己
修
養

的
研
究
に
堕
落
し
、
や
が
Ｔ
水
久
に
小
さ
き
自
己
の
開
心
に
閉
ぢ
こ
も
り
勝
ち
で
あ
る
。
こ
れ
は

風
々
襲
ひ
来
る
危
険
な
る
誘
惑
で
あ
る
。
自
己
の
責
任
も
．
全
艇
と
の
開
聯
に
於
い
て
考
へ
す
、、

１１１１
出
し
て
思
慮
す
る
と
、
勇
猛
心
を
巽
失
し
、
研
究
そ
れ
自
慢
が
つ
ま
ら
ぬ
も
の
に
経
つ
て
し
ま

ふ
。
反
封
に
運
動
の
み
に
走
る
と
い
ぶ
危
険
も
往
々
あ
ら
う
が
、
指
導
者
た
る
素
質
あ
る
も
の
ヘ

の
危
険
は
む
し
ろ
研
究
へ
の
執
着
で
あ
る
。

第
二
十
一　
我
等
は
一
人
々
々
自
己
の
選
拝
し
た
研
究
を
任
意
に
行
ふ
も
の
で
は
な
い
。
組
織
的

二
一



一一
二

研
究
提
を
作
り
つ
ヽ
あ
る
の
で
あ
る
。
負
れ
を
完
成
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
ロ
ー
ゼ
ン
ペ
ル

グ
の
ロ
シ
ア
研
究
機
開
の
如
き
は
も
数
十
名
の
研
究
員
が
科
撃
的
組
織
を
以
て
，
包
括
的
に
正
確

な
一
シ
ア
研
究
を
行
つ
て
あ
る
。
如
何
な
る
問
題
も
ぅ
ロ
シ
ア
に
開
す
る
限
り
、
正
確

・な答
が
出

る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
し
か
し
。
国
家
の
線
合
的
問
題
に
つ
い
て
の
組
織
的
研
究
は
ど
こ
に
も
未

だ
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
科
學
的
に
組
織
さ
れ
た
同
信
協
力
服
に
よ
つ
て
の
み
資
現
さ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
将
来
の
国
家
は
こ
れ
な
く
し
て
は
興
ら
な
い
。

第
二
十
二
　
研
究
を
役
立
て
よ
。
数
養
と
し
て
ｒ
は
な
く
。
国
冊
防
護
職
の
最
強
の
武
器
と
し
て

鍛
へ
よ
。
各
自
の
研
究
を
次
々
に
経
め
る
や
う
に
せ
よ
。
全
備
と
の
開
係
が
確
立
せ
ぬ
限
り
経
め

る
こ
と
は
不
可
能
な
る
こ
と
を
意
識
せ
よ
。

第
二
十
三
　
先
輩
の
研
究
の
成
果
を
尊
重
す
る
に
過
ぎ
て
、
そ
れ
を
公
理
化
し
，
そ
れ
に
は
検
討

を
加
へ
す
自
分
等
は
そ
れ
か
ら
出
奎
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
り
勝
ち
の
こ
と
Ｌ
言
へ
る
。
し
か

し
。
そ
れ
は
、
先
輩
の
苦
心
の
研
究
を
一
つ
の
ヒ
ボ
テ
ー
ゼ
と
す
る
こ
と
で
，自
然
科
學
と
違
ひ
、

精
神
科
學
で
は
百
害
あ
つ
て
一
利
な
い
。
同
志
の
間
の
研
究
で
も
、
基
礎
的
の
問
題
を
氣
分
的
な



合
言
葉
で
済
ま
す
こ
と
な
く
。
一
応
根
本
問
題
を
論
究
し
て
か
ら
，
議
論
を
展
開
す
る
や
う
に
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
二
十
四
　
特
殊
の
用
語
を
常
用
し
て
、
そ
れ
で
自
分
は
わ
か
つ
た
つ
も
り
で
居
る
程
患
か
し
く

書
あ
る
こ
と
は
な
い
。
普
通
の
言
葉
を
使
へ
る
だ
け
使
ふ
や
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
他

人
に
理
解
さ
れ
る
と
い
ふ
だ
け
の
意
味
ｒ
は
な
く
。
自
分
の
思
想
に
普
過
性
を
保
た
せ
る
∴
に
必

要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
二
項
　
活
　
　
　
動

第
二
十
五
　
例
へ
ば
一
つ
の
講
演
會
を
継
じ
、
合
宿
を
行
は
む
と
す
る
場
合
、
ま
づ
責
任
若
は
獨

自
の
見
解
を
以
て
、
之
を
摯
行
す
る
必
要
性
の
程
度
と
現
在
の
情
態
と
の
開
係
を
明
ら
か
に
し
、

如
何
な
る
方
法
に
よ
り
、
如
何
な
る
範
囲
の
数
果
を
牧
め
む
と
す
る
か
を
算
定
し
、
如
何
な
る
意

義
を
有
す
る
か
を
関
係
考
に
明
示
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
開
係
若
が
。
明
瞭
な
る
意
識
の
下
に
日
標
に

協
力
す
べ
き
露
で
あ
る
。
明
示
に
先
つ
て
こ
れ
ら
に
つ
い
て
他
の
意
見
を
求
め
る
貧
會
議
す
る
と

も
、
責
任
者
は
断
し
て
會
議
に
依
頼
し
て
は
な
ら
ぬ
。
合
議
に
於
い
て
は
自
己
の
責
任
を
帯
び
た

¨
一
一二



二
日

る
問
題
に
つ
い
て
飽
全
で
明
確
な
る
討
議
の
急
速
に
行
は
る
、
如
く
推
進
じ
．
′自
ら
之
を
樋
め
結

論
に
導
く
べ
き
で
あ
る
。

第
二
十
六
　
一
つ
の
こ
と
を
行
つ
た
後
に
は
、
必
す
そ
の
成
果
を
検
討
し
。
豫
定
と
の
相
違
を
調

査
し
、
又
、
政
定
そ
の
も
の
が
如
何
な
る
快
獣
を
持
つ
て
居
た
か
を
再
考
し
て
ゝ
勝
末
に
備
ふ
ペ

き
で
あ
る
。

第
二
十
七
　
同
一
の
こ
と
を
暮
び
行
は
ぬ
や
う
に
せ
よ
。
合
宿
も
去
年
と
今
年
と
は
違
は
ね
ば
な

ら
ぬ
。
同
じ
こ
と
を
再
び
講
義
す
る
の
は
止
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
必
す
進
歩
が
あ
り
、
展
開
が
あ
る

こ
と
を
高
人
認
め
う
る
や
う
に
事
を
行
へ
。
そ
れ
は
、
他
人
を
他
か
し
め
ぎ
る
と
共
に
，
自
ら
の

心
に
沈
滞
を
味
は
ざ
ら
む
が
露
で
あ
る
。

第
二
十
八
　
急
速
に
展
開
す
る
運
動
の
途
中
で
は
、
や
り
か
け
の
仕
事
も
中
間
に
於
い
て
慶
さ
れ

る
虞
が
あ
る
。
し
か
し
．
飽
ま
で
進
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
途
行
せ
ね
ば
、
そ
の
結
果
に
よ
つ
て
問

題
自
慢
の
価
値
を
判
定
す
る
こ
と
が
出
来
す
、
静
来
の
勢
考
に
も
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
思

志
の
恥
辱
で
あ
る
。



第
二
十
九
　
協
力
が
責
任
の
所
在
を
曖
昧
な
ら
し
め
ぬ
や
う
に
せ
よ
Ｊ
雑
然
た
る
協
力
が
仕
事
を

妨
害
す
る
の
は
ま
だ
許
せ
る
．
人
間
が
弱
く
な
る
こ
と
は
断
し
て
許
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

第
四
十
　
述
締
に
心
せ
よ
。
五
分
の
暇
あ
れ
ば
葉
書
を
書
け
。
十
分
の
収
あ
れ
ば
手
紙
を
書
け
ｂ

一
時
――――
の
餘
裕
あ
れ
ば
親
し
く
會
つ
て
誌
得
せ
よ
。

二
五
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第
二
章

運

動

第
¨
項

権

括

的

注

意

第
四
十

　̈
思
想
精
ｍ
の
運
動
は
、
全
国
民
の
内
心
を
持
り
動
か
す
運
動
で
あ
る
。
国
家
生
命
の

根
本
に
開
す
る
運
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
眠
前
の
賛
縛
に
捉
は
れ
ぎ
る
べ
き
恒
久
的
究
極
的
運
動

形
態
で
あ
り
運
動
内
容
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
直
面
す
る
国
家
国
際
情
勢
の
激
動
の
中
に
こ
の

数
果
を
確
保
す
る
篤
に
は
、
政
治
的
費
行
力
を
以
て
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
畢
党
政
治
は
数
果
の
問
題

で
あ
り
，
方
法
の
問
題
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
人
間
世
界
が
矛
盾
多
く
障
害
に
富
ん
で
を
る
こ

と
を
思
へ
ば
、
方
法
が
重
醜
ぜ
ら
れ
、
奴
果
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
方
法
は
根
本
を
訣

ら
ぎ
る
限
り
、
衆
目
を
奪
ふ
鮮
明
な
る
放
果
を
企
同
じ
う
る
や
う
に
選
採
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
四
十
二
　
一
切
の
問
題
が
結
局
国
家
に
結
び
つ
け
ら
る
、
も
の
で
あ
る
限
り
、　
一
切
は
究
極
政

治
的
費
現
を
得
な
け
れ
ば
完
き
を
か
ち
得
な
い
。
殊
に
最
も
根
本
的
な
る
思
想
精
神
の
痛
切
な
る

要
求
に
於
い
て
然
り
で
あ
る
。
か
く
し
く
我
等
の
運
動
は
最
も
本
質
的
政
治
運
動
で
あ
る
こ
と
を



同
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
四
十
二
　
職
は
す
べ
て
敵
の
識
別
よ
り
出
壺
す
る
。
園
籠
防
護
職
に
敵
の
在
虚
を
明
ら
か
に
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
究
極
の
敵
は
そ
の
人
に
あ
る
に
あ
ら
す
、
そ
の
内
心
に
優
入
し
た
思
想
に
あ
る
こ

と
勿
論
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
そ
れ
は
を
も
職
の
縦
和
を
正
営
化
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ぬ
。
却
て

至
誠
兆
人
を
感
ぜ
じ
む
る
は
、
弧
敵
と
の
激
闘
、
そ
の
裁
減
過
程
に
現
成
す
る
道
で
あ
る
。

敵
の
敬
見
確
認
は
、
ま
た
同
志
結
合
地
盤
の
選
揮
之
密
接
に
開
聯
す
る
。
我
等
の
職
が
畢
党
政
治

的
力
を
以
て
進
行
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
限
り
、
職
線
の
準
備
に
注
意
が
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

現
代
日
本
に
於
い
て
如
何
な
る
集
馴
又
は
階
層
が
、
そ
れ
′
ヽ
如
何
な
る
問
題
に
於
い
て
我
等
の

同
志
で
あ
り
叉
敵
で
あ
る
か
を
常
に
知
悉
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
雨
し
て
、
之
等
を
費
等
の

意
田
す
る
日
標
に
、
離
合
せ
じ
め
つ
ゝ
、
大
々
の
遭
遇
す
る
契
機
に
於
い
て
、
全
健
的
開
聯
に
日

覺
め
じ
む
る
や
う
導
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
運
動
の
過
程
に
於
け
る
国
民
教
育
の
方
法

で
あ

る
。
第
四
十
四
　
併
し
な
が
ら
、
同
志
の
結
成
は
一
つ
の
危
機
で
あ
る
。
人
間
の
集
合
が
窟
す
撤
暮
の

二
七



二
八
　
　
　
　
　
　
・

爆
夕
が
，
内
心
に
弛
織
の
原
因
を
導
入
す
る
こ
と
な
く
ら
反
針
に
孤
獨
の
悲
市
を
封
照
的
に
深
刻

化
せ
し
む
る
契
機
た
る
ご
と
く
意
志
せ
よ
。
内
に
永
遠
の
孤
奪
を
味
ふ
も
の
に
し
て
は
じ
め
て
全

国
民
の
情
意
を
包
排
し
、
大
情
数
一の
把
持
者
と
し
て
、肌
関
無
窮
の
生
命
に
通
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

全
国
民
運
動
と
し
て
陥
り
や
す
き
弱
力
化
を
避
動
展
開
の
第
一
日
に
戒
め
る
も
の
は
、
員
の
指
導

若
で
あ
る
。

第
四
十
五
　
我
等
の
瓶
動
は
破
壌
の
運
動
に
あ
ら
す
、
建
設
の
運
動
で
あ
る
こ
と
を
常
に
問
明
す

べ
き
で
あ
る
。　
一
人
に
し
て
数
人
の
働
き
を
な
す
べ
く
用
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
と
に
協
力
の
方

法
に
つ
い
て
細
＝
ま
で
研
究
し
、
合
成
威
力
の
最
大
限
の
資
現
に
開
し
て
明
ら
め
て
お
か
ね
ば
な

ら
ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

第
四
十
六
　
大
衆
を
煽
動
し
、
衆
力
を
以
て
事
を
霜
さ
む
と
す
る
は
畢
覚
弱
若
を
利
用
す
る
キ
劣

行
総
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
等
デ
マ
ゴ
Ｌ
グ
は
ヽ
別
考
と
は
途

に
部
分
的

に
ぅ
従
つ
て
利
害
打
算
的
に
の
み
、も
の
を
考
ふ
る
に
過
ぎ
ぎ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
又
従
つ
て
、

事
成
り
た
る
暁
ち
大
衆
は
途
に
一
個
の
道
具
と
し
て
弊
履
の
如
く
捨
て
ら
る
ヽ
も
の
な
る
こ
と
を



知
悉
し
つ
ゝ
、
敢
へ
て
之
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
等
の
面
皮
を
制
が
ね
ば
な
ら
ぬ
。
雨
じ

て
繊
等
の
運
動
が
、
如
何
に
彼
等
と
共
る
も
の
で
あ
る
か
を
、自
他
共
に
明
確
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
３

第
四
十
七
　
我
等
は
常
に
少
敷
で
あ
る
。
我
等
は
四
家
の
行
政
椛
力
に
よ
ら
ぎ
れ
ば
忠
義
を
盤
し

得
ぎ
る
機
構
制
度
至
上
主
義
者
を
軽
薦
す
る
。
我
等
は
目
的
貰
途
の
ハ
に
維
局
ま
で
常
に
あ
ま
り

に
も
同
志
の
少
数
な
る
こ
と
を
歎
息
せ
ぎ
る
を
得
ぬ
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
、
我
年
は
鍛
へ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
我
等
の
道
徳
は
簡
易
な
る
生
活
に
よ
つ
て
確
保
さ
れ
よ
う
。
我
等
は
日
常
生
活
の
最
小

の
障
害
に
よ
つ
て
最
大
の
能
力
を
獲
揮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
企
整
力
を
養
成
す
べ
き
で
あ
る
。
光
葦

に
依
頼
せ
す
、
先
輩
が
路
を
切
開
い
た
以
上
の
苦
心
を
以
て
し
て
は
じ
め
て
目
的
を
達
成
し
う
る

こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
く
べ
き
で
あ
る
。

弟
二
項
　
組
　
　
　
織

第
四
十
八
　
組
織
と
は
意
志
連
絡
の
機
能
で
あ
り
、
統

一
的
生
命
の
蓄
積
地
で
あ
り
、
指
導
者
の

蛾
錬
道
場
で
あ
る
。
意
志
な
き
若
に
は
組
織
は
塞
に
過
ぎ
な
い
が
、
生
命
と
意
志
と
の
充
質
し
た

者
に
と
つ
て
は
釜
々
組
織
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
る
。
袋
等
の
同
志
に
あ
つ
て
は
、
か
ゝ
る
熾
烈

二
九



三
〇

の
要
求
な
き
か
ぎ
り
組
織
は
許
さ
れ
ぬ
。
し
か
し
、
か
ヽ
る
欲
求
な
き
者

は
や
が
て
そ
の

一
時
的

な
意
志
を
も
確
保
す
る
力
を
失

つ
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
う
。

第
四
十
九
　
先
づ
同
信
の
共
鳴
若
が
を
る
。
次
に
細
胞
が
出
来
る
ｃ
こ
の
二
つ
が
組
織
に
資
展
じ

て
行
く
。
細
胞
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
は
原
始
的
組
織
で
あ
る
。

笛
二
十
　
単̈
年
一
人
の
同
志
を
作
る
と
い
ふ
こ
と
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
そ
の
同
志
が
少
く
と
も

他
の
一
人
の
同
志
を
作
り
う
る
や
う
な
同
志
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
二
十

　̈
組
織
は
活
動
の
鶴
の
組
織
で
あ
る
。
組
織
は
動
く
べ
き
で
あ
る
。
外
界
に
封
し
て
影

響
力
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
研
究
が
行
は
れ
、
訓
練
が
施
さ
れ
，
宣
体
と
職
が
行
は
れ

る
。
生
命
そ
の
も
の
ヽ
如
く
組
織
職
は
成
長
す
る
。

第
二
項

宣

　

　

博

第
二
十
〓
　
意
志
の
宣
言
と
分
散
せ
る
要
求
の
吸
引
。
不
安
と
憧
僚
の
心
理
撃
。
殊
に
群
集
心
理

學
―
　
如
何
な
る
人
と
難
も
不
安
と
憧
際
と
を
持
つ
て
居
る
が
．
滞
ち
足
り
た
る
反
面
に
幾
ら
呼

び
か
け
て
も
宝
体
は
最
初
よ
り
無
数
で
あ
る
。
併
じ
如
何
な
る
人
と
雖
も
不
安
と
憶
憬
の
面
に
於



い
て
は
愚
衆
の
二
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
容
易
に
支
配
さ
れ
る
。

第
二
十
二
・
菱
化
と
一
貫
性
と
を
鮮
明
に
せ
よ
。
例

へ
ば
、
必
す
同

つ
ゝ
、
新
鮮
な
る
憂
韓
を
示
す
こ
と
。
贅
化
は
注
意
を
惹
く
鴛
に
、

る
籍
に
。

第
二
十
四
　
兎
に
角
反
覆
が
最
も
重
要
で
あ
る
。「彼
等
は
不
屈
の
意
志
を
持
つ
て
あ
る
」
と
感
ぜ

じ
め
る
こ
と
は
、
運
動
の
宝
偉
に
と
つ
て
は
最
も
欺
果
あ
る
貼
で
あ
る
。「悪
評
も
無
説
よ
り
は
逸

か
に
よ
い
」
と
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
は
言
つ
た
。
名
前
を
知
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
激
越
な
主
張

と
結
合
し
た
名
前
を
。

第
五
十
五
　
演
沈
と
文
章
と
，
雨
方
か
、
或
は
何
れ
か
一
つ
を
修
得
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
演
識
は
こ

と
に
必
要
で
あ
る
。
聴
衆
の
心
は
如
何
や
う
に
も
据

へ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
集
つ
て
来
た
と
い

ふ
こ
と
は
、
銑
に
何
も
の
か
を
求
め
て
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
求
め
て
居
る
も
の
は
求
め
る

と
い
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
弱
者
で
あ
る
。
批
判
し
よ
う
と
し
て
来
て
を
る
者
も
。
そ
の
意
味
で
求
め

て
居
る
も
の
で
あ
る
。
不
安
を
開
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
支
配
出
来
ぬ
型
が
あ
ら
う
か
。

一一一
一

の
標
識
、
マ
ー
ク
を
用
ひ

貰
性
は
威
力
を
感
ぜ
じ
む



一̈
一
二

第
五
十
六
　
「
燃
え
立
つ
情
熱
の
暴
風
が
．
雷
鴫
の
如
き
言
葉
と
な
つ
て
逆
出
し
て
こ
そ
っ
は
じ

め
て
民
衆
の
胸
に
喰
ひ
入
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
情
熱
が
典
へ
ら
れ
な
か
つ
た
若
や
。
そ
の
日

が
封
じ
ら
れ
た
者
は
、
豫
言
者
と
し
て
天
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
は
あ
つ
得
な
い
」
マ
イ
ン
・
カ
ム

ブ
よ
り
Э

第
五
十
七
　
一
文
を
革
す
る
と
き
は
必
す
光
づ
そ
の
護
若
の
心
理
を
洞
察
せ
よ
。
手
紙
な
ら
ば
相
．

手
を
。
論
文
な
ら
ば
披
見
者
を
。
後
若
は
殊
に
一
人
で
は
な
く
。
ま
た
一
種
類
で
は
な
い
こ
と
を

記
憶
す
べ
き
で
あ
る
。
我
等
は
断
し
て
護
若
の
興
味
の
た
め
に
執
筆
す
る
も
の
で
は
な
い
。
唾
来

せ
よ
ぅ
か
ゝ

。るキ
劣
な
る
目
的
を
。
我
等
の
目
的
は
護
者
の
全
心
を
捉
へ
。
そ
の
内
心
に
我
が
欲

す
る
感
情
の
猛
炎
を
継
え
立
た
し
め
。
そ
の
意
志
を
決
定
し
、
我
が
欲
す
る
行
動
蜃
男
敢
に
立
ち

向
は
じ
め
る
に
在
る
。
そ
れ
は
員
に
結
合
的
締
榊
の
威
厳
あ
る
命
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

護
者
は
自
分
の
作
り
出
す
も
の
で
は
な
い
。
常
に
国
家
生
活
の
几
ゆ
る
條
件
を
学
ん
で
。
典
へ
ら

れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
護
者
の
心
に
珈
ぜ
ぎ
る
は
客
観
的
内
容
の
映
如
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
ま

た
筆
若
の
意
志
の
虚
弱
以
外
を
意
味
し
な
い
ρ
周
匝
に
し
て
勇
政
な
る
も
の
ゝ
み
。
知
ら
れ
ぎ
る



護
者
の
間
に
新
し
き
意
志
の
道
を
き
り
‐―１１
き
得
る
。

第
二
十
八
　
十
明
な
る
言
葉
は
資
は
生
命
の
表
現
に
堪
へ
う
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
晦
澁
を
避

く
べ
き
で、
あ
る
。
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
の
演
識
は
，
非
通
俗
的
内
容
を
通
俗
の
用
語
の
中
に
盛
る
と
言
は

れ
て
あ
る
。
千
易
な
る
用
語
は
図
民
の
、
民
族
の
言
葉
で
あ
る
。
千
易
な
る
言
葉
を
以
て
自
由
に

調
高
く
表
は
じ
得
る
と
い
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
，
思
想
内
容
の
客
観
化
の
識
披
と
判
定
せ
よ
。
客
観

化
と
は
、
共
な
る
道
の
褒
見
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
生
の
原
理
の
費
見
で
あ
る
。
大
乗
と
い
ひ
、

一
乗
と
い
ふ
。
そ
れ
は
一
方
で
は
深
刻
な
る
１１
理
の
民
衆
化
で
あ
つ
た
と
同
時
に
他
の
一
方
で
は

究
極
原
理
の
定
立
で
も
あ
つ
た
こ
と
を
思
へ
。
か
く
し
て
、
思
想
運
動
は
員
の
意
味
に
於
い
て
関

民
運
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
等
は
未
曾
布
め
関
民
的
思
想
運
動
を
途
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
十
九
　
従
来
の
或
は
ビ
テ
を
撤
布
し
、
或
は
出
版
物
に
執
筆
し
、
集
っ
た
米
に
正
面
よ
り
識

話
し
、
さ
て
共
鳴
し
た
も
の
を
同
志
に
す
る
の
夕
の
素
朴
な
方
法
は
、
急
速
に
新
方
法
に
よ
つ
て

複
雑
化
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
新
し
く
採
用
せ
ら
る
べ
き
一
方
法
は
、
有
能
と
見
込
ん
だ
者
に
対

す
る
執
拗
な
る
誘
引
で
あ
る
。
有
能
な
る
も
の
は
何
等
か
の
縦
田
た
る
撲
り
所
を
持
つ
も
の
で
あ

一二
一一一



三
四

る
。
先
づ
何
氣
な
く
彼
に
接
近
せ
よ
。
明
敏
な
る
観
察
を
以
て
、
彼
の
望
む
と
こ
ろ
、
厭
ふ
と
こ

ろ
、
怖
る
、
と
こ
ろ
、
擦
り
所
と
す
る
と
こ
ろ
を
迅
速
に
調
査
せ
よ
。
我
よ
り
求
む
ろ
心
あ
る
と

知
ら
し
む
る
な
。
．彼
の
依
擦
を
動
格
せ
じ
め
、
不
安
を
僻
さ
じ
め
よ
。
恐
怖
に
ま
で
之
を
増
大
せ

じ
め
よ
。
何
ら
か
の
新
な
る
・も
の
に
依
頼
せ
む
と
す
る
心
を
僻
さ
じ
め
、
さ
て
新
な
る
道
を
暗
示

し
、
や
が
て
明
示
せ
よ
。
彼
は
お
そ
ら
く
同
志
国
内
の
も
の
と
な
ら
う
。
こ
れ
も
最
も
有
炊
な
る

一
つ
の
上
樽
方
法
で
あ
る
。

第
六
十
　
心上
体
は
我
等
の
立
体
行
事
の
み
で
な
く
、
凡
ゆ
る
機
合
を
選
ふ
べ
き
で
あ
る
。
他
の
集

合
に
出
席
せ
よ
。
先
づ
沈
獄
し
て
本
気
を
察
知
せ
よ
。
突
如
根
本
問
題
に
つ
い
て
猛
烈
な
る
主
張

を
行
へ
。
末
會
考
が
散
會
の
後
ま
で
そ
の
主
張
の
氣
塊
と
そ
の
内
容
と
に
精
紳
の
支
配
さ
ろ
ゝ
お

も
い
を
味
ふ
如
く
せ
よ
。

第
六
十
一　
ボ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
、
立
看
枚
、
新
聞
魔
告
、
そ
の
他
各
種
の
臓
青
方
法
に

つ
い
て
は
、
精
細
に
利
害
得
失
を
明
ら
か
に
し
、
出
来
得
ぺ
く
ん
ば
表
を
作
り
運
動
の
側
に
供
す

べ
き
で
あ
る
。



第
四
項

學

生

運

動

第
六
十
二
　
思
想
運
動
の
根
本
は
撃
術
改
革
運
動
で
あ
り
、
學
術
運
動
に
開
す
る
か
ぎ
り
、
學
生

運
動
以
外
に
あ
グ
得
な
い
。

一
般
祗
會
人
は
容
易
に
撃
術
運
動
に
動
か
ぬ
一
方
、
準
者
は
逝
動
を

回
避
す
る
。
撃
生
が
果
敢
に
行
ひ
得
る
最
も
好
適
の
運
動
で
あ
る
。

第
六
十
二
　
の
み
な
ら
す
現
代
日
本
の
国
家
組
織
の
下
に
於
い
て
。
學
生
の
政
治
的
訓
練
以
上
に

根
弧
き
政
治
力
養
成
方
法
は
な
い
。
學
生
は
眼
前
の
利
害
に
動
か
さ
れ
ぬ
汚
さ
れ
ぎ
る
理
想
主
義

者
で
あ
る
。
国
肥
の
信
は
こ
の
間
に
最
も
よ
く
養
は
れ
る
。
の
み
な
ら
す
も
現
代
學
校
教
育
こ
そ

は
、
現
代
日
本
萬
悪
の
源
泉
で
あ
る
。
現
代
数
Ｆ
と
の
職
は
現
代
日
本
の
最
も
内
奥
の
強
敵
と
の

戦
で
あ
る
。
こ
の
戦
に
於
い
て
鍛

へ
よ
。
利
害
関
係
に
よ
つ
て
浮
動
す
る
現
代
政
治
の
中
に
信
念

を
以
て
行
動
す
る
者
の
回
紺
は
最
大
の
力
で
あ
る
。
撃
生
巡
動
は
、
そ
れ
自
身

一
つ
の
政
治
運
動

で
も
あ
る
が
、
最
も
大
な
る
政
治
力
の
準
備
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
我
等
は
こ
の
不

る
べ
を
最
大
の
政
治
力
に
よ
つ
て
次
代
を
切
り
開
か
む
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
六
十
四
　
各
學
校
に
於
い
た
血
盟
の
同
志
を
結
合
せ
よ
。
結
合
を
択
大
せ
よ
。
現
代
教
育
と
の

一二
五
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果
敢
な
る
職
闘
の
過
程
に
於
い
て
生
命
を
仲
張
せ
よ
。
そ
の
困
難
の
中
に
あ
つ
て
政
治
的
性
格
を

鍛
錬
せ
よ
。
容
易
に
學
枝
と
の
摩
擦
を
惹
起
す
る
如
き
は
員
の
職
士
の
態
度
で
は
な
い
。
凡
ゆ
る

方
法
を
講
究
せ
よ
。
際
密
に
、
根
深
く
ぅ
合
法
的
に
、
併
し
な
が
ら
他
ま
で
本
質
を
晦
さ
す
運
動

を
展
開
せ
よ
。
勇
猛
に
、
而
も
奇
略
縦
横
に
現
代
教
育
の
鉄
陥
に
対
し
て
之
を
根
祇
よ
り
覆
す
如

く
徹
底
的
に
職

へ
。

第
六
十
五
　
我
等
の
學
生
運
動
は
，　
一
般
政
治
運
動
の
二．
翼
と
し
て
費
生
し
た
學
生
運
動
で
は
な

か
つ
た
。
そ
れ
は
関
民
運
動
の
資
源
地
と
し
て
の
學
生
運
動
で
あ
り
。
思
想
撃
術
改
革
狐
動
の
源

泉
と
し
て
の
學
生
運
動
で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
に
安
易
ｋ
凹
民
進
動
に
流
れ
て
高
を
思
想
性
を
喪
夫

す
る
こ
と
は
，
全
運
動
の
敗
北
で
あ
る
こ
と
を
思
ふ
べ
き
で
あ
る
。

第
六
十
六
　
合
宿
と
寮
と
は
根
軸
で
あ
る
。
俳
し
な
が
ら
こ
の
二
つ
は
、
そ
れ
が
無
数
の
新
し
き

試
み
、
進
取
的
新
機
軸
と
連
紺
的
に
結
合
さ
れ
る
と
き
に
の
み
、
便
値
あ
る
幅
軸
で
あ
る
。
事
務

室
、
校
庭
、
集
會
室
、
散
歩
道
、
喫
茶
店
、
凡
ゆ
る
場
所
が
思
想
訓
練
の
道
場
と
な
り
、
官
腱
、

今
世
、
撃
校
．
ク
ラ
ブ
、
凡
ゆ
る
既
存
の
組
織
が
立
碑
綱
と
な
り
、
確
資
な
同
志
の
周
囲
に
、
恒



河
沙
の
同
感
共
鳴
者
が
現
は
れ
て
こ
そ
、
運
動
は
軌
道
に
乗
つ
た
と
言
ひ
得
る
。
質
際
的
事
責
に

対
す
る
執
拗
な
研
究
の
み
が
、
新
方
法
壼
見
の
上
嘉
で
あ
る
。
如
何
に
し
て
人
心
の
機
微
を
襴
ん

で
之
を
大
ｉ
に
急
ス
ピ
ー
ド
を
以
て
動
か
す
べ
き
か
、
に
つ
い
て
同
志
は
不
断
に
深
く
研
究
す
る

と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

第
六
十
七
　
撃
生
を
集
め
る
場
に
は
、
極
め
て
千
凡
な
る
教
養
的
要
求
に
対
す
る
浦
足
の
手
段
を

忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
研
究
命
、
談
話
作
、
講
習
會
篭
は
今
後
に
残
さ
れ
た
る
重
要
な
る
開
拓
分
野

で
あ
る
。

第
六
十
八
　
全
関
数
高
の
學
生
の
員
に
横
断
的
な
運
動
協
力
職
を
作
ら
う
と
い
ふ
最
初
の
企
聞
は

い
ま
些
か
停
頓
の
形
で
あ
る
。
更
め
て
之
が
弧
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
ゝ
一
雨
年
の
中
に
如
何

な
る
障
害
を
も
乗
越
え
て
途
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
は
員
の
意
味
の
教
育
、
思
想
、
政
治
改
革

の
■
に
最
小
限
度
の
基
礎
で
あ
る
。
現
代
學
校
数
育
が
．
無
力
に
た
へ
す
し
て
崩
壇
す
る
迄
職
ひ

績
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
各
學
校
と
も
組
織
を
作
り
．
連
絡
を
密
に
し
、
活
動
範
囲
を
損
大
し
，
そ
の

日
間
近
き
国
民
運
動

へ
の
展
開
期
の
た
め
に
用
意
せ
よ
。

三
七
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第
六
十
九
　
大
學
を
中
心
と
す
る
現
代
學
校
教
育
こ
そ
は
、
日
本
国
民
を
資
人
生
か
ら
、
や
が
て

祀
図
か
ら
背
離
せ
じ
め
、
無
氣
力
と
．
情
弱
と
、
虚
無
思
想
と
権
力
主
義
と
も
外
国
依
存
の
幕
府

的
心
情

に
導
き
、
現
下
の
百
千
の
園
難
を
招
末
し
た
原
因
で
あ
る
こ
と
を
確
賞
に
認
識
し
呼
脱
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
七
十
　
同
志
は
常
に
活
動
し
て
學
校
教
育
の
政
命
的
訣
陥
と
、
そ
の
日
本
の
海
来
に
及
ぼ
す
怖

る
べ
き
奴
果
と
に
つ
い
て
ｓ
具
般
的
に
學
生
、
教
授
，
一
般
祀
會
の
間
に
反
賓
知
ら
し
め
ね
ば
な

ら
ぬ
ｏ
學
枝
教
育
に
つ
い
て
は

，
自
ら
の
機
験
に
基
い
て
詳
細
に
研
究
し
「
銑
犀
に
指
摘
し
、
聞
く

人
を
し
て
恐
怖
を
感
ぜ
じ
む
る
や
う
に
せ
よ
。

第
七
十

一　
国
民
生
活
よ
り
遊
離
し
，
特
椛
階
級
化
し
、
断
片
的
知
識
の
詰
込
み
に
よ
つ
て
、
思

想
は
分
裂
し
、
感
情
は
測
渇
じ
ぅ
意
志
は
磨
減
し
、
建
康
は
破
壇
せ
ら
る
ゝ
學
校
ゝ
無
数
の
青
年

を
生
け
る
機
械
と
化
す
る
撃
校
、
教
育
精
神
の
全
く
失
は
れ
た
る
學
校
、
軍
隊
、
家
庭
、
職
業
と

の
関
係
な
き
教
育
、
之
等
の
映
陥
は
餘
り
に
も
累
積
し
て
七
る
。
最
早
救
ふ
べ
き
方
法
は
な
い
の

だ
。



第
七
十
二
　
現
代
撃
校
教
育
は
誰
人
も
改
革
し
て
く
れ
る
考
は
な
い
の
で
あ
る
。
學
生
が
教
育
改

革
を
や
る
以
外
に
、
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。
教
育
改
革
な
く
し
て
日
本
の
静
末
を
磯
展
に
導
く

途
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
學
生
の
運
動
は
日
本
の
牌
末
を
支
配
す
る
。
食
等
が
販
起
せ
ぎ
る
限

り
日
本
国
民
は
窒
息
す
る
外
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

第
七
十
三
　
學
校
を
出
て
か
ら
や
る
と
言
ふ
以
上
に
愚
か
し
き
舶
俗
的
誤
謬
は
な
い
。
紺
局
何
事

も
出
来
ぬ
こ
と
を
数
十
の
歴
史
が
誰
明
し
て
を
ろ
。
そ
れ
は
勇
氣
の
快
如
を
意
味
す
る
ば
か
Ｌ
で

は
な
い
。
旱
――ｌｌ
由
腱
を
考
へ
誤
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
撃
間
は
身
を
以
て
行
は
ね
ば
撃
間
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

第
七
十
四
　
教
授
の
撃
間
を
権
威
を
以
て
根
祇
よ
り
批
判
せ
よ
。
之
に
代
る
撃
間
を
里
示
せ
よ
。

員
の
學
間
が
學
校
に
求
め
ら
れ
す
、
戴
等
の
研
究
會
に
在
る
こ
と
を
一
般
に
認
識
せ
じ
め
よ
。

第
七
十
五
　
研
究
會
を
，
寮
を
、
合
宿
を
、
講
習
會
を
。
新
し
き
教
育
機
開
た
ら
し
む
る
や
う
整

備
せ
よ
。
距
な
る
思
想
運
動
に
非
す
、
包
括
的
内
容
を
も
つ
て
、
自
然
に
學
校
が
無
川
の
も
の
と

な
る
や
う
に
努
力
せ
よ
。

二
九
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第
七
十
六
　
閉
さ
れ
た
る
學
生
運
動
で
は
な
く
、
學
生
服
を
脱
し
た
る
瞬
‐――‐
、
一
個
の
関
家
的
問

士
が
そ
こ
に
あ
る
如
く
不
断
に
鍛
錬
せ
よ
。

第
五
項
　
国
　
民
　
運
　
動

第
七
十
七
　
凡
ゆ
る
組
織
と
階
謄
と
の
内
部
に
於
い
て
統

一
的
に
連
絡
す
る
大
国
民
運
動
を
一
日

も
早
く
展
開
し
よ
う
。

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
部
類
を
，坂
の
御
尼
毎
に
追
ひ
伏
せ
、

河
の
潮
毎
に
追
ひ
挽
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
久
し
く
且
つ
数
十
度
、
そ
の
室
言
に
欺
か
れ
た
関
籠
明
徴

を
我
等
の
運
動
に
よ
つ
て
は
じ
め
て
達
成
し
よ
う
。
生
け
る
人
間
に
と
つ
て
屈
辱
的
現
代
教
育
を

急
速
改
革
し
よ
う
。
支
那
事
憂
に
結
質
し
た
凡
ゆ
る
作
翁
不
作
爵
の
累
積
せ
る
欺
購
を
排
除
し
よ

う
。
史
上
嘗
て
存
在
し
な
か
つ
た
自
減
職
争
を
至
急
絶
思
せ
じ
め
よ
う
。
共
産
主
義
的
官
僚
政
治

に
よ
つ
て
導
か
れ
た
国
民
生
活
の
困
難
を
除
去
し
よ
う
。
指
導
的
階
肝
の
不
忠
矯
慢
心
を
破
折
し

よ
う
。
大
東
亜
に
封
す
る
日
本
の
決
定
的
支
配
を
確
立
し
よ
う
。
之
等
は
几
べ
て
何
人
も
成
さ
ぎ

り
し
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
我
等
は
未
曾
有
の
偉
大
な
る
時
代
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
の
で

あ
る
。



第
七
十
八
　
召
時
代
の
政
篤
の
手
法
は
素
朴
で
あ
つ
た
。
も
つ
と
根
深
く
国
民
生
活
の
凡
ゆ
る
部

面
に
進
動
の
組
織
を
択
大
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
統
ｒ
的
原
理
の
簡
明
な
る
掲
示
は
之
が
途
行
上
の
最

大
の
支
持
若
で
あ
る
。
複
雑
柔
模
に
し
て
弧
靱
執
拗
な
る
運
動
が
之
を
成
功
せ
じヽ
め
る
。

第
七
十
九
　
學
校
に
あ
つ
て
も
．
職
場
に
あ
つ
て
も
っ
或
程
度
の
同
志
が
締
成
さ
れ
た
上
は
、
一

日
も
早
く
政
治
的
行
動
に
移
ら
れ
ば
な
ら
ぬ
。
研
究
會
を
常
該
組
織
中
に
重
要
な
る
役
割
を
持
常

す
る
や
う
法
制
化
す
べ
き
こ
と
．
不
常
な
る
現
情
の
改
革
、
之
等
の
こ
と
を
要
求
し
、
そ
れ
を
貫

徹
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ス
も
し
抑
曜
あ
り
た
る
と
き
は
載
然
と
Ｌ
て
之
に
抗
し
、
そ
う
正
常
な
る
珊

山
を

一
般
に
知
ら
し
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
恨
重
に
巧
妙
な
る
方
法
が
選
拝
さ
る
べ
き
は
勿

論
で
あ
る
。
多
衆
と
事
大
主
義
と
の
無
内
容
な
糀
力
に
よ
つ
て
強
き
勇
敢
な
る
少
数
正
義
派
が
歴

迪
せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
一
般
に
印
象
づ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
八
十
　
運
動
の
進
展
の
た
め
に
は
、
既
成
の
図
冊
と
協
力
す
る
こ
と
を
避
け
．
鶴
力
を
以
て
道

を
開
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
、
協
力
を
要
求
す
る
必
要
あ
る
場
合
は
常
に
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ー
ヴ
を

と
る
や
う
位
置
す
べ
き
．で
あ
る
。
外
面
的
に
同
じ
き
が
如
く
し
て
、
原
理
感
に
於
い
て
相
違
す
る

四

一



四
二

田
籠
に
封
し
て
は
，
特
に
厳
密
に
こ
れ
■
の
提
携
を
警
戒
せ
ね
ば
な
ら
わ
。
常
に
職
に
よ
つ
て
自

己
の
純
椰
性
と
横
大
力
と
を
保
ち
つ
ゝ
、
頑
問
な
る
興
質
若
を
悉
く
敵
陣
に
追
放
集
紺
せ
じ
め
て

之
を
一
景
に
屠
り
去
れ
。
全
関
民
の
面
前
に
相
対
立
す
る
雨
陣
営
の
本
質
的
相
違
が
鮮
明
に
鮮
呈

せ
ら
る
ゝ
如
く
努
力
せ
よ
。
員
に
綜
合
的
な
る
も
の
に
対
立
す
る
も
の
、
そ
れ
は
畢
覚
俄
設
的
池

沐
的
存
在
に
過
ぎ
な
い
ｏ
故
に
、
必
然
的
に
そ
れ
は
崩
壊
す
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
職
の
意
義

を
明
ら
か
に
す
る
爆
に
は
，
局
部
的
職
闘
に
よ
る
対
立
若
の
済
崩
じ
的
解
消
に
よ
ら
す
、　
一
度
は

失
銑
苛
烈
な
る
封
立
へ
の
誘
導
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
は
逮
人
の
職
略
で
あ
る
。
職
は
と
り
も
な

ほ
さ
す
も
人
の
心
を
震
撼
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
人
の
心
を
震
盪
じ
得
ぬ
如
き
職
は
、

既
に
そ
の
意
義
の
大
牛
を
失
ひ
し
も
の
で
あ
る
。

第
八
十

　̈
既
成
の
国
餞
と
協
力
す
べ
か
ら
す
と
言
ふ
こ
と
は
、
そ
の
内
部
の
人
と
連
絡
し
て
な

ら
ぬ
と
言
ふ
こ
と
、
は
絶
封
に
同

一
で
は
な
い
。
事
ろ
、
凡
ゆ
る
組
織
の
中
に
積
極
的
に
同
志
を

作
り
、
細
胞
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ｏ
凡
ゆ
る
方
面
に
共
鳴
考
と
協
力
者
と
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
八
十
二
　
寮
も
な
く
、
合
宿
も
な
く
、
ま
し
て
學
枝
も
な
い
。
償
か
に
講
制
會
と
研
究
會
と
が



許
さ
れ
よ
う
。
そ
の
他
は
，
事
務
所
と
、
集
會
と
の
み
の
甚
だ
し
く
縄
り
に
く
い
條
件
の
中
に
，

激
烈
な
職
を
、
宣
体
と
講
演
會
と
，
そ
の
他
二
三
の
方
法
と
に
よ
つ
て
展
開
す
る
閉
民
旭
動
に
は
も

逃
避
す
べ
き
場
所
も
な
く
，
躊
躇
す
べ
き
餘
裕
も
な
い
。
俄
定
と
足
場
と
を
撤
去
し
て
勇
往
邁
進

す
る
の
み
が
唯

一
の
心
構
で
あ
る
。
国
民
生
活
に
漢
入
せ
よ
。

第
八
十
三
　
一
般
祀
會
人
に
封
し
て
は
時
局
の
ニ
ユ
ー
ス
が
何
よ
り
も
重
要
な
誘
引
手
段
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ぬ
こ
と
。
そ
れ
は
新
し
く
且
つ
豊
富
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
之
に
は
不
完
全
な

も
の
で
も
、
静
来
に
対
す
る
何
等
か
の
機
言
、
約
束
が
件
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
信
頼
を
か
ち

得
る
重
要
な
手
段
で
あ
る
。

第
八
十
四
　
関
民
の
凡
べ
て
を
運
動
の
推
進
力
と
す
る
こ
と
は
絶
封
に
出
来
な
い
。．
指
導
若
と
被

指
導
若
と
を
至
急
見
分
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
被
指
導
若
と
雖
も
、
限
ら
れ
た
る
目
的
の
た
め
に
は
一

定
期
――――
動
か
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
我
等
に
と
つ
て
一
つ
の
力
で
あ
る
。四

三



目
田

第
四
章
　
意
志
賞
現
の
方
法
と
段
階

第

一
項

政

治
と
は
何
か

弟
八
十
五
　
我
等
の
運
動
は
思
想
撃
術
運
動
で
あ
り
。
詰
り
も
嬰
術
の
迅
動
で
あ
り
、
服
魂
に
関

す
る
運
動
、
即
ち
閣
民
宗
教
運
動
で
あ
る
と
共
に
、
運
動
で
あ
る
限
り
畢
光
政
治
運
動
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
日
本
に
於
い
て
は
、
政
治
運
動
の
意
味
は
殊
に
厳
密
に
規
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

何
と
な
れ
ば
，
そ
れ
は
飽
全
で
も
認
賛
と
如
弼
の
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
高
一
柄
力
を
得
る

こ
と
が
民
政
の
私
心
セ
誘
惑
す
る
こ
と
が
あ
つ
た
な
ら
ば
，
一
切
の
努
力
も
永
遠
の
呪
証
と
な
る
。

而
も
。
そ
れ
を
お
そ
れ
て
、
も
し
消
極
に
阻
す
る
な
ら
ば
。
そ
れ
は
今
日
志
あ
る
若
に
と
つ
て
絶

封
に
許
さ
れ
ぬ
不
忠
で
あ
る
。

第
八
十
六
　
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
は
「
籠
力
へ
の
回
争
」
と
言
つ
た
。
レ
一
ン
も
ま
た

「経
済
主
義
右
と

の
問
争
ｓ
，プ
ロ
レ
タ
リ
ャ
獨
我
へ
の
問
争
」
を
叫
ん
だ
ｏ
雨
若
の
間
に
多
大
の
意
味
の
相
遮
が
あ

ら
う
と
も
、
共
に
現
情
否
定
一
奉
改
革
の
革
命
的
手
段
の
宣
言
で
あ
る
。
か
、
る
一
奉
改
革
が
必



す
大
き
な
反
動
を
生
ん
で
も
却
て
徹
底
的
破
壌
の
原
因
と
な
る
の
は
。
人
ＩＩＩ
が
感
情
を
有
し
，
感

情
が
相
財
回
毬
――――
の
動
稿
を
そ
の
性
質
と
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
理
知
的
判
断
の
基
礎
が
必
す
浮

動
す
る
と
い
ふ
心
理
躍
的
法
則
に
よ
る
。
殊
に
一
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
部
分
的
感
情
の
片
方

ヽ

の
偶
向
に
結
び
つ
く
か
ら
し
て
、
そ
の
反
動
は
急
激
に
来
る
こ
と
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
共
産

自
の
歴
史
が
理
論
闘
争
の
歴
史
で
あ
つ
た
こ
と
は
，
最
も
よ
く
こ
の
傾
向
を
示
し
ｂ
之
に
対
し
て

ナ
チ
が
国
民
の
金
感
情
に
訴
へ
た
こ
と
は
。
そ
の
積
極
的
性
質
を
示
し
て
あ
る
。
之
等
は
徹
底
的

研
究
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
の
み
な
ら
す
。
他
闘
に
あ
つ
て
は
相
力
は
奪
取
せ
ら
る
、
■
の
で

あ
る
に
反
し
て
，
日
本
で
は
大
植
は
永
遠
に
　
皇
位
に
固
有
の
も
の
で
あ
つ
て
ら
臣
民
の
分
は
翼

賛
輔
弼
の
範
国
に
と
ヽ
全
る
。
性
格
の
こ
の
根
本
的
相
遠
は
何
よ
り
も
重
大
で
あ
る
。
政
治
に
開

す
る
批
判
基
準
は
常
に
こ
の
鶴
に
基
き
餃
重
に
立
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
八
十
七
　
か
く
の
如
む
日
本
団
個
の
下
に
於
い
て
、
如
何
な
る
方
法
を
以
て
す
れ
ば
、
使
活
に

し
て
そ
の
数
果
の
包
括
的
な
る
政
治
を
望
む
こ
と
が
出
来
る
か
。
極
め
て
非
本
質
的
な
る
問
題
が
．

目
組
の
根
本
に
対
し
て
依
復
し
難
き
損
傷
を
興
あ
る
危
険
が
あ
る
か
ら
し
て
，
政
治
を
蔑
説
し
得

日
五



ｍ門
一ハ

る
根
撲
は
存
在
し
な
い
。
■
た
」
方
政
治
は
薇
力
と
の
結
合
を
そ
の
性
質
と
す
る
か
ら
し
て
、
政

治
的
行
動
に
附
離
す
る
艤
力
的
強
制
を
如
何
に
制
限
す
る
か
Ｖ
田
服
と
思
ふ
若
に
と
つ
て
の
重
大

な
問
題
で
あ
る
。
信
な
き
若
に
は
矛
盾
と
見
え
る
。
し
か
し
，
信
あ
る
者
は
員
の
旺
盛
活
渡
な
る

政
治
は
不
動
の
大
権
の
下
に
こ
そ
望
み
得
る
こ
と
を
知
る
。
吉
田
松
陰

「
諌
死
論
」
を
讀
む
者
は

こ
の
間
の
泊
息
に
通
じ
得
よ
う
。

餌
八
十
八
　
政
治
は
信
頼
の
一
語
に
盤
き
る
。
　
天
婁
の
御
信
任
厚
き
若
ぅ
厚
か
る
べ
き
者
に
対

す
る
信
頼
が
、
日
本
の
政
治
の
動
力
で
あ
る
「
永
遠
の
策
も
現
資
化
さ
れ
ぬ
限
り
塞
想
に
止
る
。

一
切
の
こ
と
は
政
治
的
統
一
の
要
求
を
持
つ
。
我
等
は
熾
烈
な
る
政
治
的
意
識
を
持
た
ね
ば
な
ら

ぬ
。
第
八
十
九
　
従
来
政
治
は
往
々
軽
ぜ
ら
れ
て
来
た
時
代
が
あ
る
。
し
か
レ
．
国
家
間
の
競
争
が
激

化
し
、
張
図
の
数
が
減
少
し
行
き
、
人
類
生
活
の
テ
ン
ポ
が
速
く
な
る
に
従
つ
て
、
政
治
は
な
生

■
大
に
な
つ
て
来
る
．
そ
れ
は
宗
教
も
藝
術
も
撃
術
も
経
済
も
，
几
べ
て
は
人
生
の
総
の
も
の
で

あ
る
に
不
拘
、
人
生
そ
の
も
の
は
畢
寛
閾
家
に
よ
つ
て
の
み
守
ら
れ
て
居
り
。
そ
の
関
家
は
Ｉ
じ



き
政
治
に
よ
つ
て
の
み
秩
序
を
保
ち
得
る
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
政
治
が
一
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

支
配
せ
ら
ろ
ゝ
時
の
危
険
を
お
も
ふ
べ
き
で
あ
る
。
国
民
生
活
は
一
ぶ
に
破
壇
せ
ら
れ
，
図
家
の

安
程
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
脅
か
さ
れ
る
．

第
九
十
．
政
治
は
几
ゆ
る
問
題
を
綜
合
的
に
統

一
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
要
求
に
基
く
。
性
争

な
外
面
的
統

一
の
要
求
が
、、
永
久
の
便
位
を
破
壊
す
る
場
合
が
あ
る
。
歴
史
的
生
命
に
鯛
れ
，
ｉ

速
の
精
神
を
把
持
す
る
若
に
し
て
、
員
に
政
治
に
多
興
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
二
項

方

法

及

段
．階

第
九
十

　̈
撃
生
運
動
は
既
に
大
道
を
潤
歩
し
て
居
る
。
基
礎
は
確
立
し
た
。
経
験
は
備
つ
た
。

あ
と
は
勇
敢
に
進
め
ば
よ
い
。
一
切
は
そ
れ
に
墨
き
る
。
も
と
よ
り
、
學
生
運
動
の
一
切
は
今
後

に
の
み
あ
る
。

第
九
十
二
　
學
生
巡
動
は
や
が
、て
現
在
の
大
學
を
倒
し
，
根
本
的
教
育
改
革
の
要
求
を
塁
出
す
る

で
あ
ら
ぅ
。
各
學
校
に
於
い
て
教
授
と
の
間
に
資
力
を
備
へ
た
果
敢
な
る
論
争
が
阻
始
さ
れ
、
．章

質
的
鉄
陥
を
持
つ
た
撃
校
制
度
の
補
足
修
正
よ
り
根
本
的
改
革
の
要
求
が
突
き
付
け
ら
れ
、
學
生

四

七



日
入

は
教
育
改
革
の
要
求
を
通
し
て
祗
合
に
対
す
る
張
力
な
る
資
言
栖
を
得
る
に
至
ら
う
。
国
家
の
中

に
於
い
て
最
も
強
力
な
る
年
齢
層
が
構
成
さ
れ
よ
う
。
何
よ
り
も
急
速
に
之
が
資
現
を
同
ら
た
ば

な
ら
ぬ
。

第
九
十
三
　
昭
和
十
六
年
秋
、
第

一
回
日
本
世
界
観
大
學
講
座
か
ら
本
格
的
国
民
運
動
を
展
開
す

る
。
久
し
い
念
願
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
於
い
て
も
、
同
志
が
得
ら
れ
、
細
胞
が
檀
付
け
ら
れ
組
織
が

作
ら
れ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
九
十
四
　
大
正
以
来
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
一
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
遺
物
た
る
評
論
界
の
清
掃
が
急
務

で
あ
る
。
彼
等
は
今
、
無
氣
力
に
も
時
局
の
鴛
め
に
自
己
の
主
張
を
費
つ
て
、
秘
か
に
思
想
の
問

取
引
を
行
つ
て
居
る
。
穴
か
ら
彼
等
を
お
び
き
出
せ
。
汚
れ
た
る
正
確
を
暴
露
せ
よ
ｏ
而
し
て
之

を
虎
置
せ
よ
。

第
九
十
五
　
大
新
聞
大
雑
誌
に
典
喰
ふ
敵
に
封
し
て
微
々
た
る
新
聞
雑
誌
を
以
て
抗
争
す
る
ご
と

き
は
殆
ど
奴
果
零
に
等
し
い
。
少
数
の
兵
力
を
以
て
徒
ら
に
還
却
す
る
傷
か
ぎ
る
敵
を
臓
き
山
野

に
追
ひ
廻
す
封
支
作
戦
と
同
断
で
あ
る
。
，彼
等
を
し
て
一
二
放
棄
せ
る
陣
地
は
再
び
永
遠
に
依
復



す
る
こ
と
な
か
る
べ
き
を
認
識
せ
じ
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
青
年
肝
は
永
久
に
彼

年
の
譲
議
と
購
着
と
に
対
し
慨
借
な
き
自
限
を
向
く
る
怖
る
べ
き
陣
誉
に
よ
つ
て
着
々
組
織
せ
ら

れ
つ
ヽ
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
む
る
こ
と
も
二
う
に
は
彼
等
よ
り
も
通
か
に
質
的
に
優
越
し
、
且
つ

量
的
に
豊
富
な
る
撃
‐――‐
が
彼
等
の
撃
間
を
根
祇
よ
り
覆
す
べ
く
用
意
せ
ら
れ
、
三
つ
に
は
彼
等
を

支
持
す
る
階
肝
の
間
に
彼
等
に
対
す
る
不
信
を
懐
か
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
絶
望
は
彼
等
セ
怒
ら

し
め
よ
う
。
反
撃
じ
末
つ
て
初
め
て
補
押
戯
滅
も
可
能
で
あ
る
。

第
九
十
六
　
義
Ｉ
し
き
が
故
に
、
敵
は
敗
北
し
く
れ
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
の
は
何
某
公
僻
と
等

し
い
。
敵
を
支
持
す
る
階
居
を
離
反
せ
し
む
る
は
兵
姑
線
の
中
断
と
同
じ
で
あ
る
。
今
日
は
こ
と

に
、
軍
部
の
信
用
を
失
は
じ
む
る
こ
と
が
捷
狂
で
あ
る
。

第
九
十
七
　
今
日
の
幅
力
は
――――
断
な
く
浮
動
す
る
。
そ
れ
と
の
偶
然
の
結
合
に
よ
り
、
植
力
を
以

て
言
論
界
を
改
革
せ
む
と
す
る
ご
と
き
は
必
す
失
敗
に
修
ら
う
。
組
織
と
宣
体
と
の
徹
底
的
職
。

こ
の
外
に
は
な
い
。
必
勝
の
道
で
あ
る
。

第
九
十
八
　
佃
々
の
問
題
に
開
す
る
限
η
，
各
側
撃
破
で
鮮
か
に
敵
を
片
附
け
て
行
か
ね
ば
な
ら

田
九



五
〇

ぬ
。
即
ち
攻
撃
の
封
象
を
一
獣
に
集
中
し
。
そ
の
周
口
を
味
方
の
堅
固
な
る
中
核
籠
に
引
つ
け
「

攻
撃
の
対
象
を
孤
立
せ
じ
め
て
容
易
に
之
を
倒
す
。
併
し
な
が
ら
、
一
貫
す
る
世
界
観
取
は
之
に

反
す
る
一
國
民
の
内
心
に
匿
さ
れ
た
る
炎
に
鵬
人
す
る
激
烈
簡
単
な
る
標
語
を
掲
げ
つ
ゝ
、
断
絶

せ
ぎ
る
俄
借
な
き
職
を
通
し
て
い
各
陣
誉
の
内
部
崩
壊
を
導
き
つ
ヽ
ぃ
裁
然
相
対
立
す
る
ＦＩｌｉ
誉
に

三
分
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち

一
は
明
確
な
る
世
界
観
に
よ
り
猛
然
と
機
紋
に
動
く
友
軍
の
中
核
慢

と
そ
の
支
持
若
、
他
は
曖
昧
な
る
無
数
の
分
裂
。
而
し
て
我
等
は
こ
の
敵
方
に
容
易
に
マ
ル
キ
シ

ズ
ム
影
響
圏
の
名
を
冠
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
か
く
し
て
。
途
に
。　
一
撃
に
敵
を
居
る
こ
と
が

出
来
る
。

第
九
十
九
　
而
し
て
無
敵
と
は
超
越
的
激
烈
と
同
義
語
で
あ
る
。

第
百
　
選
摯
だ
け
の
政
治
だ
と
考
へ
た
愚
昧
が
政
宙
を
淡
落
せ
し
め
た
。
利
害
の
問
題
は
人
生
に

と
つ
て
さ
う
如
繁
で
は
な
ぐ
．
況
し
て
重
要
で
は
な
い
。
も
し
，
之
を
一
つ
の
世
界
観
を
持
ち
、

内
心
よ
り
の
要
求
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
を
る
者
の
心
を
刺
戦
す
る
現
情
に
対
す
る
不
満
の
限
り
な

さ
に
比
較
す
れ
ば
、
狂
信
的
熾
烈
さ
を
以
て
凡
ゆ
る
問
題
を
捉

へ
て
―ｌｌｌ
断
な
く
運
動
は
展
開
さ
れ



ね
ば
な
ら
ぬ
。
忽
ち
燎
原
の
人
と
全
国
に
燃
え
横
が
ら
う
。
日
本
関
民
の
心
に
、
彼
等
の
信
頼
す

べ
き
も
の
が
明
瞭
に
認
識
せ
ら
れ

よ
う
。
彼
等
自
身
の
精
神
の
模
型
を
そ
こ
に
見
出
す
で
あ
ら

う
。
彼
等
の
信
念
と
性
格
と
が
形
成
せ
ら
れ
て
行
か
う
。
そ
れ
よ
り
後
に
つ
い
て
は
、
こ
ゝ
に
記

す
迄
も
な
い
。

第
百
一　
か
く
し
て
、
こ
ゝ
十
年
間
に
於
け
る
大
東
亜
完
全
支
配
の
藤
印
が
明
確
に
掲
け
ら
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
戦
敗
図
と
の
十
等
無
賠
償
、
不
割
譲
、
何
た
る
列
米
の
愚
憫
で
あ
る
か
。
か
く
の
如

き
奮
時
代
の
一
切
の
汚
れ
た
る
情
弱
が
抑
拭
さ
れ
も
　

紳
武
天
皇
御
束
征
の
雄
大
な
る
原
始
的
精

神
が
復
活
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
百
三
　
此
の
方
向
の
み
が
唯

一
の
道
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
主
張
さ
れ
、
且
つ
事
資
を
以
て
誰

明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
他
に
も
あ
ら
む
と
言
ふ
如
き
は
、
信
念
の
薄
翡
を
誇
明
す
る
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
。

第
百
三
　
明
治
天
皇
の
農
襟
を
大
く
悩
ま
し
奉
り
し
耐
合
主
義
的
自
由
主
義
者
西
園
寺
公
望
が
大

正
初
期
元
老
と
な
る
に
及
ん
で
、
殆
ど
大
正
昭
和
を
通
し
て
唯
一
の
元
老
と
し
て
献
替
の
任
に
あ

五

一



五
二

り
も
大
正
時
代
国
民
生
し
て
骨
の
麓
ま
で
デ
モ
タ
ラ
シ
ー
の
信
者
た
ら
し
め
、
昭
和
に
入
つ
て
日

本
線
赤
化
の
形
勢
セ
側
致
し
つ
ゝ
、
思
想
問
題
は
些
か
も
改
善
せ
ら
れ
ぬ
ま
ゝ
に
。
西
園
寺
の
後

織
者
近
術
文
麿
首
相
の
印
綬
を
帯
び
、
支
那
事
愛
の
勃
豪
と
な
つ
た
経
過
は
，
同
志
の
夢
来
に
も

忘
れ
ぎ
る
べ
き
重
大
史
資
で
あ
り
、
我
等
の
運
動
の
起
ら
ぎ
る
を
得
ぎ
り
し
擦
所
で
あ
る
。

鵡
百
四
　
昭
和
初
年
、
所
調
元
老
重
臣
は
自
覺
無
自
覺
の
自
由
主
義
外
関
依
存
主
義
者
で
あ
つ

た
。
彼
等
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
天
皇
機
開
識
の
信
者
で
あ
る
貼
に
於
い
て
円
備
に
反
す
る
。
併
じ
多

く
は
意
識
的
に
反
囲
冊
で
あ
つ
た
の
で
は
な
く
。
ま
し
て
マ
ル
キ
ス
ト
で
に
な
か
つ
た
。
又
彼
等

は
無
能
で
は
あ
つ
た
が
常
識
的
で
あ
り
。
田
力
を
相
應
に
計
偵
し
、
資
際
的
で
あ
つ
た
。
今
日
之

に
反
対
す
る
革
新
論
者
は
、
殆
ど
意
識
的
無
意
識
的
反
田
肥
マ
ル
キ
ス
ト
で
あ
り
い
能
力
と
勇
氣

と
は
あ
る
が
．
牢
想
家
．
氣
遮
で
あ
り
，
門
家
を
自
減
に
陥
れ
る
こ
と
を
Ｔ
氣
で
や
る
。
我
等
は
っ

前
者
を
後
者
の
道
案
内
で
あ
る
と
お
も
ふ
が
、
士
だ
し
も
動
機
の
よ
い
若
の
中
に
は
健
全
な
る
も

の
を
食
見
す
る
。
後
者
＝
破
壇
以
外
ｔ
知
ら
ぬ
。

第
百
五
　
新
人
合
が
今
日
の
国
民
の
思
想
的
支
配
常
で
あ
る
。
支
那
事
費
は
，
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の



未
解
決
と
い
ふ
重
大
問
題
と
離
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
た
Ｗ
一
つ
の
こ
と
も
な
い
。
軍
人
と
官
僚
と

の
―ｌｌｌ
に
久
し
く
剛
成
さ
れ
た
形
式
主
義
は
、
幸
に
も
今
ロ
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
影
響
下
に
そ
の
極
弊

を
鮮
出
し
よ
う
と
し
て
あ
る
。
営
面
の
敵
は
こ
の
雨
オ
と
、
そ
の
師
た
る
帝
大
教
授
，
評
論
家
．

學
考
で
あ
る
。
詳
細
を
こ
ゝ
に
記
す
餘
裕
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

第
百
六
　
栖
力
を
帯
べ
る
若
と
の
果
敢
な
る
職
こ
そ
純
な
る
国
民
の
信
慣
を
嵐
ち
得
る
要
因
で
あ

る
。
職
と
は
闘
争
は
で
な
い
。
調
伏
で
あ
る
。

第
百
七
　
支
那
事
憂
の
見
透
し
は
依
然
と
し
て
つ
か
ぬ
。
大
消
耗
職
の
結
果
は
国
民
の
限
前
に
は

つ
き
り
と
表
は
れ
つ
ヽ
あ
る
。
政
治
に
対
す
る
信
頼
は
殆
ど
地
を
排
は
む
と
し
て
居
る
。
米
国
に

依
存
し
よ
う
と
し
て
、
英
米
の
日
本
漢
落
方
略
に
陥
ら
む
と
す
る
。
国
民
鍛
練
の
道
は
何
で
づ
講

ぜ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。
次
代
に
対
す
る
施
策
も
皆
無
で
あ
る
。
日
本
は
自
減
を
待
つ
外
は
な
い
の
で

あ
る
か
。
神
洲
は
汚
辱
さ
れ
た
士
ヽ
で
よ
い
の
か
。
志
あ
る
青
年
の
痛
憤
が
爆
愛
せ
ぬ
限
り
，
日

本
は
途
に
生
く
る
力
を
根
祇
よ
り
賢
失
す
る
の
み
で
あ
る
。
野
起
せ
よ
、
騒
起
せ
じ
め
よ
、
青
年

よ
ぅ
友
よ
。

五

〓
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五
四

第
百
八
　
田
民
が
国
家
の
前
途

に
対
す
る
希
望
を
賢
失
し
た
こ
と
、
生
活
の
安
定
を
失
ひ
生
計
の

脅
威
に
さ
ら

さ
れ

て
居
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
は
殊
に
重
大
な
政
治
的
椰
換
の
要
因
で
あ
る
。
電

民
が
何
を
願
ひ
、
求
め
て
居
る
か
を
も
は
つ
き
り
看
取
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
青
年

の
販
起
の
み
で
ネ
・

る
。政

策
の
細
目
が
建
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
職
闘
綱
要
が
詳
細
懇
切
に
規
定
さ
れ
、
且
つ
之
に
則

つ
て
運
動
が
急
速
に
進
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
思
想
職
職
闘
綱
要
第

一
版
は
同
信
諸
兄
の
檜

討
を
組
て
や
が
て
完
数
の
も
の
と
な
ら
う
。
間
も
な
く
補
遺
が
印
刷
さ
れ
る
で
ぁ
ら
う
し
、
そ
の

後
、
根
本
的
改
訂
を
経
て
第
二
版
が
印
刷
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
時
は
諸
兄
の
意
見
が
徴
せ
ら

る
、
で
あ
ら
う
ｏ
そ
れ
は
政
の
一
段
階
を
作
ら
う
。
何
よ
り
も
職
線
の
統

一
が
必
要
で
あ
り
、
争

激
な
進
展
が
規
格
に
則
つ
て
賃
現
さ
ろ
ゝ
便
宜
が
得
ら
る
べ
き
０
あ
り
、
豊
富
な
経
瞼
が
次
の
１１１１

題
の
惹
赳
に
役
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
諸
兄
！
　
前
進
だ
。
い
ま
、
職
線
は
た
し
か
に
豫
定
の
進
出

を
見
せ
な
く
な
つ
た
。
膠
着
状
態
で
は
断
じ
て
な
い
が
。
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